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も
う
―
つ
の
「
名
利

近
世
の
武
士
、
す
な
わ
ち
戦
闘
者
・
戦

t
と
し
て
の
属
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
泰
平
・
治
世
に
生
き
た
彼
ら
は
、
い
か
な
る
出
世
、
昇

進
心
向
を
持
っ
た
の
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
題
意
識
で
あ
る
。
戦
功
を
あ
げ
主
君
か
ら
褒
美
・
出
世
な
ど
の
栄
登
を
与
え
ら
れ
る
機
会

が
事
実
上
な
く
な
り
、
ま
た
身
分
制
社
会
が
成
熟
す
る
な
か
で
厳
し
い
格
式
が
武
家
社
会
を
も
覆
う
時
代
環
境
に
お
い
て
、
近
但
の
武

士
た
ち
に
と
り
出
世
・
昇
進
は
い
か
な
る
意
味
を
有
し
た
の
か
C

格
（
家
格
）
と
高
（
禄
高
）
・
役
（
役
職
）

そ
の
格
も
戦
功
を
某
準
に
決
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
と
み
な
さ
れ
る
た
め
か
、
近
世
武
上
の
出
世
・
昇
進
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
は
立

ち
後
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
ろ
う

し
か
し
、
近
世
武
士
の
出
批
．
昇
進
の
検
討
は
、
平
和
時
の
武
士
の
精
神
性
の
分
析
と
い
う
観
点
か
ら
少
な
く
な
い
意
味
は
持
と
う
C

い
さ
さ
か
大
げ
さ
な
―
―
―
口
い
方
を
す
れ
は
、
彼
ら
の
生
き
甲
斐
を
出
枇
・
日
11
進
と
い
う
発
想
で
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
一
戦
士
と
し
て

の
属
性
を
自
分
の
名
誉
が
侵
害
さ
れ
た
際
な
ど
を
除
い
て
は
、
合
戦
・
戦
争
が
み
ら
れ
な
い
な
か
で
公
的
に
封
印
さ
せ
ら
れ
た
武
士
は
、

組
織
集
団
（
い
わ
ゆ
る
「
御
家
」
。
大
名
家
の
家
臣
の
み
な
ら
ず
、
徳
川
家
に
属
す
る
旗
本
・
御
家
人
な
ど
も
例
外
で
は
な
い
）
に
属

は
じ
め
に

も
う

つ
の

|
「
奉
公
人
」 「
名
利
」
の

「
立
身
」
二
葉
隠
」

高

の
葛
藤

野

の
相
即
が
原
則
と
さ
れ
、

倍

治
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

し
、
そ
の
「
御
家
」
の
も
と
で
勤
め
る
役
人
と
な
っ
た
。
組
織
に
属
す
る
こ
と
で
社
会
性
が
内
在
さ
れ
る
彼
ら
は
「
武
士
」

な
く
「
武
家
」
と
し
て
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
和
時
の
組
織
に
属
す
る
こ
と
で
社
会
性
を
持
ち
勤
役
を
果
た
す
彼
ら
は
、
「
武

家
」
と
し
て
の
役
を
遂
行
す
る
な
か
で
、
家
格
や
役
職
、
ま
た
禄
高
の
増
加
な
ど
、
出
世
・
昇
進
を
志
す
の
は
あ
る
意
味
自
然
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
は
近
代
に
お
け
る
自
身
の
立
場
や
公
共
性
（
国
家
な
ど
）
に
資
す
る
志
向
性
を
有
す
る
立
身
・
出
世
意
識

の
問
題
に
も
リ
ン
ク
し
よ
う
。

私
は
以
上
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
に
、
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
臣
を
対
象
に
、
家
格
の
基
本
で
あ
る
戦
功
意
識
も
含
め
若
干
考
察
し

て
き
た
。
福
岡
滞
の
分
析
を
通
じ
て
、
本
稿
で
留
意
し
た
い
の
は
、
役
方
勤
務
の
家
臣
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
で
あ
る
。
初
代
福
岡
藩
主

黒
田
長
政
は
、
侍
の
義
理
を
知
ら
ず
、
奉
公
す
る
の
に
陰
日
な
た
の
態
度
を
と
り
、
偽
り
を
も
っ
て
自
分
の
行
為
を
飾
り
立
て
、
主
君

を
欺
き
、
自
分
だ
け
が
立
身
し
よ
う
と
い
う
心
根
を
持
つ
も
の
が
あ
れ
ば
報
告
す
る
よ
う
に
、
元
和
三
年
目
付
へ
指
示
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
継
承
さ
れ
る
。
享
保
一
四
年
、
明
石
四
郎
兵
衛
な
る
人
物
が
財
用
方
を
御
免
（
解
職
）
と
な
っ
た
時
、
偽
飾
を
も
っ

て
、
自
分
の
身
の
功
名
だ
け
を
考
え
た
不
実
を
行
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
仁
義
忠
偏
」
の
道
徳
心
を
無
く
し
、
主
君
や
国
政
に

役
立
つ
気
持
ち
が
な
く
、
自
分
の
功
名
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
は
、
オ
能
が
あ
る
だ
け
に
余
計
に
罪
が
重
い
と
断
じ
ら
れ
る
。
家
臣
の

役
勤
に
際
し
、
家
臣
と
し
て
心
懸
け
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
を
わ
き
ま
え
ず
、
功
名
に
執
着
す
る
不
道
徳
者
と
し
て
の
眼
差
し
が
看
取
さ

れ
る
。
意
欲
や
才
能
は
家
臣
と
し
て
の
道
徳
性
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
む
し
ろ
有
害
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
身
出

世
・
加
禄
（
禄
の
加
増
）
に
は
、
精
勤
さ
と
と
も
に
格
別
の
徳
行
、
道
徳
的
な
行
い
が
必
要
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
福
岡
藩
黒
田
家
の
事
例
よ
り
み
れ
ば
、
私
心
か
ら
の
出
世
・
昇
進
は
不
道
徳
な
も
の
と
し
て
誡
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
私
心
か
ら
の
出
世
・
昇
進
が
多
く
み
ら
れ
た
の
が
想
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
思
い
の
合
理
化
が

一
方
で
は
必
要
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
窺
え
る
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
観
点
よ
り
、
佐
賀
藩
鍋
島
家
の
家
臣
・
山
本
常
朝
が
口
述
し

た
『
薬
隠
』
を
中
心
に
、
彼
の
他
の
著
作
も
参
照
し
な
が
ら
、
近
世
武
士
の
出
世
・
立
身
を
め
ぐ
る
認
識
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
近
世

一
般
で
は
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

武
士
の
精
神
性
が
語
ら
れ
る
と
さ
れ
る
「
葉
隠
」

一
、
山
本
常
朝
と
『
葉
隠
』

の
性
格
の
一
端
を
考
察
し
た
い
。

『
葉
隠
」
は
近
世
武
士
の
思
想
書
、
就
中
、
武
士
道
書
の
代
表
的
な
著
作
と
目
さ
れ
、
思
想
史
分
野
を
中
心
に
多
く
の
先
学
が
論
じ

て
い
る
。
戦
前
に
は
没
我
的
・
情
義
的
な
主
君
へ
の
奉
公
観
や
死
生
観
が
注
目
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
軍
国
主
義
の
精
神
性
構
築
に
資
す
る

書
物
と
し
て
喧
伝
さ
れ
も
し
た
が
、
戦
後
は
没
我
的
性
格
と
主
体
的
性
格
を
併
有
す
る
奉
公
観
が
提
示
さ
れ
、
前
者
に
近
世
的
な
主
従

意
識
、
後
者
に
中
世
・
戦
国
的
な
主
従
意
識
が
反
映
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
り
、
武
士
の
役
割
を
三
民
（
農
工
商
）
へ
の
教
化
と
捉

え
る
士
道
論
に
対
し
、
戦
闘
者
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
つ
武
士
道
論
と
の
見
方
、
ま
た
戦
国
期
の
武
士
道
論
が
「
奉
公
人
」
意
識
を

軸
に
再
構
築
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
様
々
な
評
価
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
『
葉
隠
」
が
如
何
な
る
背
景
で
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
、
『
葉

隠
』
は
原
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
写
本
類
は
『
葉
隠
聞
書
』
『
葉
隠
集
』
『
聞
書
』
等
、
そ
の
呼
称
は
一
定
し
な
い
。
た
だ
し
、

「
聞
書
」
と
い
う
表
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
賀
藩
で
確
認
さ
れ
る
そ
の
他
の
「
聞
書
」
類
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
、
現
に
多
く
の
箇

条
で
他
の
「
聞
書
」
類
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
『
葉
隠
』
巻
三
に
は
「
此
一
巻
は
、
直
茂
公
御
咄
。
『
茂
宅
聞
書
」
『
柴

田
聞
書
』
『
御
代
々
御
咄
聞
書
」
に
無
之
事
を
書
付
候
也
」
と
さ
え
あ
る
。
『
葉
隠
」
と
こ
の
よ
う
な
「
聞
書
」
類
と
の
関
係
性
は
考
察

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
は
そ
の
作
業
の
不
十
分
さ
の
提
言
と
そ
の
実
践
が

H
的
で
は
な
く
、
『
葉
隠
』
が
佐
賀
藩
で
作
成
さ
れ

た
様
々
な
「
聞
書
」
類
な
ど
に
基
づ
く
歴
史
書
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
点
を
指
摘
し
た
い
。
『
葉
隠
』
は
武
士
の
思
想
書
（
武
士
道
書
）

と
と
も
に
佐
賀
藩
鍋
島
家
成
立
に
関
し
「
聞
書
」
類
な
ど
を
基
に
記
す
歴
史
書
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
佐
賀

藩
が
戦
国
大
名
竜
造
寺
氏
か
ら
そ
の
家
臣
筋
に
あ
た
る
鍋
島
氏
へ
領
主
交
替
し
成
立
す
る
特
殊
な
事
情
が
あ
り
、
口
述
者
・
常
朝
お
よ
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も
う
．
つ
の
「
名
利
」

容
を
収
集
、
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。

び
そ
の
聞
き
役
と
さ
れ
る
出
代
陣
基
は
、
そ
れ
ぞ
れ
退
隠
、
遠
慮
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
か
か
る
テ
ー
マ
を
主
要
な
柱
と
し
て
記
述
内

い
わ
ば
う
し
ろ
め
た
い
歴
史
の
弁
明
な
い
し
合
理
化
の
紅
識
が
存
在
す
る
J

ま
た
、
『
葉
隠
』
は
令
―
一
巻
か
ら
な
る
か
、
巻
一
＼
二
と
巻
三
＼
―
一
の
構
成
・
内
容
が
異
な
る
点
も
重
要
だ
ろ
う
り
前
者
は
写

本
に
よ
っ
て
は
「
夜
除
の
閑
談
」
と
も
題
さ
れ
る
序
論
的
内
容
が
ま
ず
据
え
ら
れ
、
そ
の
後
に
「
教
訓
」
と
付
記
さ
れ
る
券
一
＼
―
-
が

配
さ
れ
る
。
そ
し
て
序
論
冒
姐
部
に
「
宝
永
じ
年
三
月
．
h
H

初
会
」
、
巻
二
の
最
後
に
「
翌
朝
」
と
し
て
常
朝
と
陣
基
の
歌
一
一
種
が

そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
、
巻
一
＼
二
の
内
容
が
一
夜
語
り
の
ま
と
ま
っ
た
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
内
容
は
具
体
的
事
例
を
記
す
も
の
の
全

体
的
に
抽
象
度
が
高
く
、
『
聞
書
」
が
思
想
書
・
倫
理
苫
と
捉
え
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

"11
目
し
た
い
の
は
巻
―
一
の
最
終
条

H
に
あ

た
る
一
四

O・

一
四
一
が
、
常
朝
の
養
子
・
吉
三
郎
へ
宝
永
万
年
に
与
え
た
『
愚
見
集
」
の
内
容
を
基
に
し
て
お
り
、
し
か
も
「
奉
公

人
の
全
極
は
、
家
老
の
座
に
直
り
、
御
異
見
印
じ
こ
と
に
候
（
略
）
名
利
の
真
中
か
、
地
獄
の
真
中
に
駈
入
て
も
、
主
社
の
御
川
に
可

立
と
也
」
（
二
の
一
四

0
)
、
「
家
老
に
成
る
が
奉
公
の
至
極
也
（
略
）

黄
色
な
ど
の
訳
は
出
申
程
に
候
」
（
一
ー
の
一
四
4

)

と
あ
る
よ
う
に
、
盃
御
家
」
と
い
う
武
士
集
団
の
組
織
に
属
す
る
「
武
家
」
、
こ
れ

を
常
朝
は
「
奉
公
人
」
と
称
す
る
が
、
そ
の
奉
公
人
と
し
て
の
「
至
極
」
、
つ
ま
り
極
ま
っ
た
あ
り
方
が
家
老
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、

常
朝
自
身
か
「
名
利
」
の
な
か
で
あ
る
い
は
「
地
獄
」
に
入
る
思
い
で
、
板
を
出
し
な
が
ら
「
L
夫
」
し
た
と
述
懐
す
る
。
常
朝
の
実

感
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
苦
労
に
も
関
わ
ら
ず
報
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
息
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
、
常
朝
は
や
は
り
合
理
化
し
て

い
る
と
老
え
ら
れ
る
。

二
六
時
中
修
行
候
て
、
骨
を
折
、
紅
涙
迄
に
は
な
く
候
へ
共
、

い
わ
ば
挫
折
の
昇
華
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
巻
一
一
の
最
未
尾
に
は
「
誠
に
身
の
上
咄
、
高
慢
の
様
に
候
へ
ど
も

奥
底
な
く
、
不
思
議
の
因
縁
に
て
、
出
家
の
憫
談
、
無
他
事
有
休
に
咄
山
歓
」
（
一
．
の
一
四
一
）
と
あ
る
の
は
、
あ
る
い
は
序
論
冒
頭

の
「
夜
陰
の
閑
談
」
に
照
応
す
る
も
の
で
、
結
局
、
巻
一
＼
一
．
の
内
容
は
、
「
奉
公
人
」
と
し
て
は
十
分
に
思
い
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ

た
常
朝
の
葛
藤
か
ら
、
「
奉
公
人
」
の
あ
り
方
か
紡
ぎ
出
き
れ
た
も
の
、
と
い
え
よ
う
c

こ
れ
に
対
し
巻
三
＼
．
一
は
、
先
述
し
た
佐
賀
藩
の
歴
史
の
内
容
を
、
各
滞
主
や
そ
の
家
族
（
巻
三
は
「
藩
祖
」
と
さ
れ
る
鍋
島
直
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も
う

茂
、
巻
四
は
初
代
藩
主
勝
茂
と
そ
の
子
忠
直
、
巻
五
は
二
代
藩
主
光
茂
、
三
代
藩
主
絹
茂
、
支
藩
蓮
池
藩
二
代
鍋
島
直
之
や
「
御
姫
様

方
」
）
、
広
く
歴
史
全
般
（
巻
六
は
「
御
国
古
来
の
事
」
）
、
「
奉
公
人
」
の
内
容
に
関
わ
る
家
臣
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
巻
七
＼
九
は
「
武
勇
・

奉
公
方
、
御
国
諸
士
の
褒
貶
」
）
な
ど
に
整
理
し
て
編
纂
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
竜
造
寺
氏
に
替
わ
っ
て
政
権
の
座
に
つ
い
た
直
茂
．
勝

茂
と
い
う
統
治
に
も
長
け
た
理
想
的
な
武
将
像
、
こ
れ
に
対
す
る
竜
造
寺
氏
や
そ
れ
以
後
の
蕃
主
へ
の
相
対
的
な
見
方
や
家
老
や
家
臣

の
現
実
と
直
茂
．
勝
茂
代
の
家
臣
の
あ
り
方
が
対
比
的
に
描
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
聞
書
」
全

巻
は
内
容
的
に
大
き
く
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
が
（
も
ち
ろ
ん
内
容
的
に
は
巻
一

i
―
一
の
教
訓
が

巻――

-
i
―
一
に
具
体
例
と
し
て
記
さ
れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
）
、
い
ず
れ
も
、
常
朝
が
意
識
し
た
給
藤
、
す
な
わ
ち
佐
賀
藩
鍋
島
家

成
立
の
歴
史
へ
の
う
し
ろ
め
た
さ
、
お
よ
び
藩
主
や
家
臣
の
現
実
や
と
く
に
「
奉
公
人
」
の
現
代
社
会
（
つ
ま
り
近
世
期
）
で
の
理
想

-20) 

像
と
自
己
を
め
ぐ
る
挫
折
感
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
『
葉
隠
』
成
立
の
背
景
、
こ
の
よ
う
に
私
は
考
え
て
い
る
。

以
下
、
『
葉
隠
』
を
中
心
に
、
常
朝
の
他
の
著
作
も
参
照
し
な
が
ら
、
「
立
身
」
意
識
、
す
な
わ
ち
出
世
・
昇
進
の
認
識
を
探
り
た
い
。

指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
『
葉
隠
』
は
奉
公
の
至
極
で
あ
る
家
老
に
至
ら
な
か
っ
た
葛
藤
の
所
産
と
し
て
の
常
朝
に
よ
る
「
奉
公
人
」

論
の
性
格
を
持
つ
が
、
そ
れ
が
「
名
利
の
真
中
か
、
地
獄
の
真
中
」
に
駈
け
入
っ
て
も
主
君
の
御
用
に
立
つ
こ
と
、
と
い
う
表
現
は
興

味
深
い
。
「
名
利
」
と
は
黒
田
家
の
事
例
で
、
道
徳
性
の
立
場
か
ら
出
世
の
動
機
と
し
て
は
否
定
さ
れ
て
い
た
私
心
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
「
葉
隠
』
は
「
名
利
」
で
何
を
志
す
の
か
。
ま
た
出
世
を
め
ぐ
る
「
地
獄
」
は
ど
の
よ
う
な
心
象
風
景
か
。
そ
こ
に
は

常
朝
の
出
世
を
め
ぐ
る
葛
藤
の
合
理
化
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
看
取
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

偏
に
日
来
の
心
懸
な
く
、
武
士
と
は
何
と
し
た
る
も
の
や
ら
、
夢
に
も
不
存
、
う
か
／
＼
と
日
を
暮
し
罰
と
云
物
成
べ
し
（
略
）

と
か
く
兼
て
吟
味
可
仕
置
こ
と
余
多
可
有
也
（
一
一
の
四
九
）

人
来
テ
如
何
是
奉
公
人
ノ
大
意
卜
問
、
又
如
何
是
武
士
ノ
大
意
卜
問
た
る
時
キ
、
分
別
な
し
二
端
的
返
答
を
抜
合
す
る
人
ハ
多
ク

(21) 

ハ
有
間
敷

つ
の
「
名
利
」
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中
野
・
山
本
家
の
い
わ
ば
家
訓
な
の
だ
。

も
う
1

つ
の
「
名
利
」

二
、
「
奉
公
人
」
像

集
八
ガ
七
）
0

、
じ
君
の
御
恰
・
御
恩
を
期
待
し
な
い
陰
の
奉
公
は
、

「
武
士
」
「
奉
公
人
」
に
対
し
て
、
常
朝
は
単
な
る
上
昇
志
向
を
喚
起
す
る
の
で
は
な

そ
れ
は
常
朝
の
「
奉
公
人
」
像
に
起
因
す
る
。
そ
も
そ
も
奉
公
人
は
「
私
」
に
執
着
せ
ず
、
‘
E
君
へ
は
「
陰
の
奉
公
」
す
る
よ
う
な

存
介
で
あ
り
、
か
か
る
本
質
を
持
つ
奉
公
人
た
か
ら
こ
そ
、
「
御
褒
芙
」
、
出
槻
・
昇
進
は
期
待
で
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
こ

常
朝
は
、
家
督
を
譲
っ
た
養
子
・
吉
一
二
郎
へ
宝
永
五
年
に
与
え
た

め
に
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
「
真
実
」
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
忠
孝
は
別
も
の
で
は
な
く
、
主
れ
に
忠
節
を
尽
く
す
の
が
親
へ
の
孝
行

（
つ
ま
り
子
・
占
三
郎
の
父
・
常
朝
へ
の
孝
行
）

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
忠
一
ツ
ニ
極
り
た
り
」
な
の
で
あ
る
ぐ
「
知
行
」
拝
領
者
が

今
す
ぐ
身
命
を
主
れ
に
奉
れ
ば
、
「
は
や
私
と
云
物
ハ
/
物
も
な
く
成
」

忠
節
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
~
君
の
「
御
恩
」
に
報
い
得
る
の
か
。
「
奉
公
」
と
は
公
に
奉
る
、
と
書
く
の
で
あ
り
、

(22i) 

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
主
社
（
「
公
」
）
へ
自
ら
を
「
奉
」
じ
て

「
私
」
を
去
る
の
か
「
奉
公
人
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
君
か
ら
の
見
返
り
か
無
い
時
で
も
少
し
も
恨
ま
ず
、
ま
す
ま
す
忠
節
を

尽
く
さ
ね
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
人
の
行
乃
は
、
日
分
の
行
っ
た
事
と
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
、
「
主
君
へ
は
陰
の
奉
公
が

真
」
で
あ
る

、
こ
。t
 

~
 

力
/

一
の
一
三
九
）
。
こ
れ
は
、
「
御
情
」
な
く
「
御
無
理
千
万
」

明
の
教
訓
と
重
な
り
（
九
の
．
一
四
）
、
吉
．．
 
一
郎
へ
も
伝
え
ら
れ
た

し
か
し
、
実
際
に
は
、
様
々
な
奉
公
人
が
い
た
3

常
朝
は
吉
二
郎
に
対
し
、
い
分
（
「
我
身
」
）
を
忘
れ
て
、
ー
君
（
「
主
人
」
]
に
尽
く

す
者
、
主
君
の
為
を
第
一
に
し
つ
つ
自
分
の
こ
と
も
考
え
る
者
、
主
君
も
自
分
も
同
様
に
考
え
る
者
、
自
分
を
第
．
に
考
え
つ
つ
主
君

と
、
日
頃
、
自
ら
の
本
質
・
立
場
を
問
わ
な
い

の
奉
公
が
真
の
奉
公
、
と
い
う
常
朝
の
祖
父
・
中
野
消

『
愚
見
集
』

で
こ
の
よ
う
に
い
う
。
奉
公
人
は
忠
孝
を
尽
く
す
た
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の
こ
と
も
考
え
る
者
、
そ
し
て
、
自
分
の
こ
と
の
み
を
考
え
主
君
の
為
を
思
わ
な
い
者
、
の
五
タ
イ
プ
に
奉
公
人
を
区
別
し
、
「
先
凡

此
次
第
」
つ
ま
り
奉
公
人
の
優
劣
は
こ
の
順
序
と
し
、
こ
れ
を
基
準
に
自
分
（
吉
三
郎
）
に
つ
い
て
も
考
え
る
よ
う
に
諭
す
（
集
八
五

六
）
。
現
実
の
奉
公
人
は
「
今
時
ノ
奉
公
人
を
見
る
二
仕
合
ノ
能
時
ハ
す
、
ミ
、
仕
合
ノ
悪
敷
時
ハ
ザ
早
臥
て
述
懐
す
る
人
多
し
」
と
常

朝
は
み
て
お
り
、
自
分
の
境
遇
・
待
遇
が
よ
い
時
に
は
働
き
も
す
る
が
、
悪
い
時
は
不
満
を
述
べ
、
「
す
、
ミ
退
キ
有
ハ
」
と
自
ら
退

任
す
る
態
度
は
、
「
皆
私
」
つ
ま
り
私
心
か
ら
く
る
と
、
常
朝
は
子
・
吉
―
―
一
郎
に
教
え
る
（
集
八
五
七
）
。
自
分
の
境
遇
・
待
遇
を
優
先

的
に
考
え
る
、
換
言
す
れ
ば
主
君
か
ら
の
見
返
り
（
御
恩
）
を
期
待
す
る
、
常
朝
の
表
現
で
は
「
凡
」
の
奉
公
人
が
多
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。
主
従
関
係
は
御
恩
と
奉
公
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
「
奉
公
」
の
み
で
関
係
が
維
持
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
常
朝
は
吉
三
郎
に
対
し
主
君
の
「
御
恩
」
の
重
さ
の
自
覚
も
促
す
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
「
奉
公
人
ノ
打
留
メ
」
つ

ま
り
最
終
的
な
あ
り
方
が
牢
人
（
浪
人
）
・
切
腹
と
い
う
の
を
示
す
た
め
で
、
「
主
人
ノ
御
恩
ハ
日
二
増
重
リ
報
し
奉
ル
事
ハ
不
足
な
れ

ハ
、
何
と
し
て
も
荷
負
き
ら
す
、
御
罰
を
蒙
る
よ
り
外
な
し
」
と
、
奉
公
が
御
恩
に
追
い
つ
か
ず
、
こ
の
た
め
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
浪
人
・
切
腹
す
る
恐
れ
が
い
ず
れ
の
奉
公
人
に
も
あ
る
と
み
、
そ
の
よ
う
な
恐
れ
を
党
悟
し
潔
く
牢
人
・
切
腹
に
従
う
こ
と
で
、

却
っ
て
そ
れ
が
回
避
さ
れ
る
と
い
う
認
識
か
ら
の
も
の
で
あ
る

戦
闘
者
と
し
て
の
武
士
が
持
つ
死
生
観
と
も
関
連
し
よ
う
が
、
常
朝
は
自
分
が
属
す
る
中
野
一
門
に
切
腹
者
が
出
た
こ
と
の
合
理
化
の

意
識
が
強
い
と
み
ら
れ
る
。
か
か
る
問
題
は
暫
く
お
き
、
こ
こ
で
は
、
主
君
の
御
情
・
御
恩
を
期
待
し
な
い
陰
の
奉
公
を
奉
公
人
の
理

想
の
あ
り
方
と
み
る
常
朝
で
は
あ
っ
た
が
、
主
従
関
係
を
成
り
立
た
せ
る
御
恩
に
も
、
奉
公
の
あ
り
方
と
の
関
係
で
独
自
の
思
い
を
持
っ

そ
れ
で
は
御
恩
の
具
体
的
な
あ
り
方
で
も
あ
る
立
身
・
出
世
に
関
し
て
常
朝
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
関
心
を
抱
い
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
彼
が
理
想
化
す
る
「
奉
公
人
」
の
奉
公
の
あ
り
方
と
関
連
し
て
で
あ
ろ
う
。
次
の
発
言
を

み
よ
う
。

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
集
八
五
九
）
。
牢
人
・
切
腹
の
覚
悟
は
、
死
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う

-33-



も
う
―
つ
の
「
名
利
」

若
年
の
頃
よ
り
見
懸
り
の
拙
者
に
候
え
ば
、
御
用
に
立
事
も
な
く
、
出
頭
人
な
ど
を
見
、
浦
山
敷
候
え
共
、
殿
様
を
大
切
に
思
ふ

事
、
我
に
続
き
申
間
敷
候
存
出
し
、
是
―
つ
に
て
心
を
慰
め
、
小
身
無
足
を
も
打
忘
れ
、
勤
申
候
、
御
前
御
逝
去
の
時
、
我
等
一

手
間
を
厭
わ
ず
に
整
理
す
れ
ば
こ
う
な
ろ
う
。
若
い
頃
よ
り
見
掛
け
通
り
の
自
分
で
主
君
へ
御
用
に
立
つ
こ
と
も
な
く
、
「
出
頭
人
」

を
羨
望
し
て
き
た
が
、
主
君
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
は
自
分
に
続
く
者
は
い
さ
せ
な
い
（
誰
に
も
負
け
な
い
）
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

自
分
が
小
身
で
小
禄
な
の
も
忘
れ
精
勤
し
、
主
君
（
鍋
島
光
茂
）
逝
去
に
際
し
て
は
、
（
光
茂
自
身
が
追
腹
、

い
わ
ゆ
る
殉
死
を
禁
じ

て
い
た
の
で
）
出
家
し
、
主
君
の
名
誉
を
守
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
は
常
朝
は
出
頭
人
を
な
ぜ
羨
望
し
た
の
か
で
あ
る
。
小
身
・
小
禄
の

身
ゆ
え
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
主
君
の
「
御
用
」
に
立
つ
の
に
、
出
頭
人
の
立
場
が
適
し
て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
小
身
・
小
禄
の
自
分
が
奉
公
人
と
し
て
の
最
善
の
「
御
用
」
に
立
っ
た
め
に
は
出
頭
人
に
立
身
す
る
の
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
よ
う

な
解
釈
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
常
朝
が
自
ら
記
し
た
年
譜
に
は
加
増
、
拝
領
の
記
事
が
散
見
し
、
彼
自
身
が
立
身
・
出
世
へ
の
意

思
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
が
読
み
取
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
常
朝
か
ら
み
れ
ば
「
利
発
」
ゆ
え
に
「
そ
ろ
／
＼
病
者
を
作
リ
大
役
な
と
あ
た
ら
ぬ
様
二
し
て
次
第
二
子
共
二
ゆ
つ
」

る
ご
と
き
自
分
の
立
場
を
最
優
先
し
て
大
役
に
就
か
な
い
「
小
欲
に
し
て
望
な
き
人
」
は
、
「
物
ノ
ほ
し
さ
二
情
（
精
）
を
出
し
勤
廻

ル
」
よ
う
な
「
大
欲
人
」
同
様
に
受
け
入
れ
が
た
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
畢
党
身
上
崩
ス
事
ノ
お
そ
ろ
し
さ
二
引
取
た
か
る
所

存
」
と
、
常
朝
が
武
士
と
し
て
許
さ
れ
ま
じ
き
と
考
え
る
、
自
分
か
わ
い
さ
ゆ
え
の
臆
病
さ
、
を
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ら
と
み
る
こ
と

も
で
き
よ
う
（
集
八
五
七
）
。
目
先
が
利
く
か
ら
こ
そ
保
身
の
た
め
に
失
敗
を
予
見
し
、
立
身
の
欲
求
・
望
み
を
持
ち
得
な
い
臆
病
な

武
士
（
奉
公
人
）
に
、
主
君
へ
の
〈
真
の
奉
公
〉
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
立
身
は
降
格
・
断
絶
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
は
常
朝
が
い
う
奉
公
人
の
最
終
的
な
あ
り
方
、
切
腹
・
牢
人
に
も
っ

な
が
り
、
む
し
ろ
そ
の
自
覚
が
積
極
的
な
奉
公
の
実
践
に
つ
な
が
る
、
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
常
朝
が
立
身
へ
の
過
度
の

人
に
て
御
外
聞
と
り
た
り
（
一
の
一
九
四
）
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の
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。

一
見
、
矛
盾
す
る
よ
う
な
内
容
が
み
え
て
く
る
が
、

執
着
を
忌
避
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
『
葉
隠
l

が
収
載
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
能
役
者
の
話
題
で

あ
る
。
能
が
達
者
な
源
七
は
光
茂
代
に
召
し
出
さ
れ
、
侍
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
々
御
前
に
罷
り
出
て
気
遣
い
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
み
て
い
た
あ
る
家
臣
（
三
谷
千
左
衛
門
）
は
、
「
一
度
立
身
被
仰
付
候
へ
ば
、
生
来
の
本
望
は
早
達
候
、
此
上
に
て
牢
人
・
切

腹
被
仰
付
候
て
も
少
も
残
念
の
所
は
有
間
敷
候
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
葉
隠
j

は
「
此
一
言
に
て
源
七
は
胸
す
は
り
、

心
安
く
成
候
と
申
候
由
也
」
と
付
記
す
る
（
八
の
一
―
―
―
-
）
。
一
度
の
立
身
さ
え
実
現
す
れ
ば
そ
の
後
の
牢
人
・
切
腹
に
残
念
が
る
必
要

は
な
く
、
却
っ
て
そ
の
よ
う
な
自
覚
が
自
分
を
安
心
さ
せ
、
よ
り
よ
い
奉
公
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
座
頭
の
谷
落
ち
の
話
題

も
、
執
着
の
相
対
化
を
仄
め
か
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
谷
へ
落
ち
な
い
か
と
心
配
す
る
か
ら
落
ち
着
か
な
い
の
で
あ
り
、
落
ち
て

し
ま
え
ば
何
の
気
遣
い
も
な
い
と
い
う

(
1
0
の
一
二
五
）
。

立
身
・
出
世
そ
の
も
の
が

H
的
で
は
な
く
、
降
格
・
断
絶
も
覚
悟
し
た
奉
公
、
こ
れ
が
、
「
奉
公
人
」
の
「
立
身
」
を
め
ぐ
る
常
朝

三
、
「
立
身
」
の
条
件

奉
公
人
が
最
善
の
奉
公
を
す
る
た
め
に
は
出
頭
人
・
家
老
な
ど
に
就
く
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
小
身
・
小
禄
の
常
朝
に
と
り
、
立
身
・

出
世
は
彼
の
人
生
で
は
小
さ
く
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
立
身
・
出
世
に
は
何
が
必
要
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い

わ
ば
立
身
の
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
言
す
れ
ば
「
人
」
と
の
関
係
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
そ
の
場
合
の
人
と
は
主
君
で
は
な
く
、
周

り
の
人
、
同
じ
「
御
家
」
に
属
す
る
人
々
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
人
で
あ
る
と
い
う
の
は
そ
の
人
に
引
け
目
を
感
じ
る
必
要
が
な
い
と
い

う
主
張
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
主
君
か
ら
直
接
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
弊
害
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
「
人
」
と
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

い
わ
ば
競
争
と
協
調
と
い
う
、
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

む
し
ろ
そ
れ
ら
は
相
関
的
な
位
置
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

競
争
的
側
面

一
念

常
朝
は
吉
一
一
一
郎
へ
、
若
い
時
か
ら
の
奉
公
を
諭
し
た
。
人
生
は
五
、
六
十
年
の
間
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
し
て
や
長
生
き
で
き
る
か
否

か
は
わ
か
ら
ず
、
奉
公
を
延
び
延
び
に
し
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
日
よ
り
奉
公
に
励
む
と
思
い
精
進
す
る
の
が
、

「
忠
臣
ノ
地
盤
」
と
い
う
（
集
八
五
三
）
。
人
の
寿
命
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
ぐ
ず
ぐ
す
し
て
い
れ
ば
奉
公
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の

で
若
い
時
か
ら
励
め
、
と
い
う
よ
う
な
子
へ
の
申
し
渡
し
は
、
ひ
と
か
ど
の
人
物
に
も
負
け
な
い
、

る
考
え
方
に
つ
な
が
る
。

い
わ
ば
即
座
の
立
身
と
で
も
い
え

人
は
立
あ
が
る
所
が
な
け
れ
ば
物
に
な
ら
ず
、
人
よ
り
頭
を
ふ
ま
れ
、
く
さ
／
＼
と
し
て
一
生
を
果
す
は
口
惜
き
事
也
、
誠
に
夢

の
間
成
に
、
は
つ
き
り
と
し
て
死
度
事
ぞ
か
し
、
妥
に
眼
の
付
も
の
稀
也
、
在
家
も
出
家
も
、
当
時
何
某
／
＼
家
老
・
年
寄
役
に

て
御
用
に
立
、
何
和
尚
／
＼
一
派
を
持
て
居
る
を
見
て
「
か
れ
も
人
也
、
鬼
神
に
て
は
な
し
、
少
も
可
劣
謂
な
し
、
若
も
誰
々
に

(
1
)
 

の
一
四
一
）

乗
越
ず
ん
ば
、
腹
掻
破
て
死
べ
し
」
と
つ
、
立
あ
が
れ
ば
、
即
座
に
上
は
手
成
事
也
、
功
を
積
て
か
ら
と
云
は
ま
だ
る
し
、

発
起
す
れ
ば
、
即
立
あ
が
る
也
（
一

こ
こ
に
は
、
立
身
を
志
す
激
し
い
競
争
心
が
明
確
に
記
さ
れ
る
。
人
に
頭
を
踏
ま
れ
一
生
を
終
え
る
口
惜
し
さ
、
家
老
・
年
寄
役
や
一

派
を
率
い
る
僧
侶
さ
え
も
、
け
し
て
鬼
神
で
は
な
く
人
で
あ
り
、
同
じ
人
で
あ
る
か
ら
に
は
自
分
が
劣
る
所
以
は
な
く
、
彼
ら
を
乗
り

越
え
ら
れ
な
け
れ
ば
腹
を
掻
き
き
っ
て
死
ぬ
、
と
い
う
よ
う
な
覚
悟
を
以
て
思
い
立
て
ば
、
即
座
に
立
身
に
い
た
る
。
功
績
を
積
ん
で

か
ら
と
い
う
の
で
は
ま
ど
ろ
こ
し
い
の
で
あ
り
、
一
念
発
起
す
れ
ば
即
座
に
行
動
す
べ
き
と
の
主
張
で
あ
る
。
「
名
人
も
人
也
、
我
も

人
也
、
何
し
に
劣
る
べ
き
と
思
ひ
て
一
度
打
向
ば
、
最
早
其
道
に
入
た
る
な
り
、
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
処
が
、
即
聖
人
也
」
と
、

誰
で
も
「
人
」
と
し
て
同
じ
で
あ
り
、
道
に
早
く
志
す
の
が
よ
い
と
い
う
石
田
一
鼎
の
話
（
一
の
一
―
六
）
は
、
上
記
の
よ
う
な
常
朝
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の
主
張
に
影
響
を
与
え
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
常
朝
に
お
い
て
、
「
人
」
と
の
競
争
心
は
、
同
じ
立
場
ゆ
え
に
負
け
な
い
と
い
う
見
方
と
と
も
に
、
武
勇
・
武
篇
と
い
う

武
士
・
戦
闘
者
独
特
の
心
性
と
も
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
武
士
と
し
て
の
個
性
は
戦
場
で
こ
そ
顕
著
に
現
れ
る
。

戦
場
に
て
「
人
に
先
を
越
れ
じ
」
と
お
も
ひ
、
「
敵
陣
を
打
破
り
度
」
と
の
み
心
懸
る
時
、
人
遅
れ
ず
、
心
気
猛
な
り
、
武
勇
を

顕
す
ぞ
か
し
、
古
老
申
伝
候
也
（
一
の
一
六
二
）

戦
場
で
人
（
つ
ま
り
味
方
）
に
先
を
越
さ
れ
な
い
と
思
い
、
敵
を
打
ち
破
る
と
心
懸
け
る
時
に
、
「
人
遅
れ
ず
」
心
気
が
猛
々
し
く

「
武
勇
」
に
な
る
と
い
う
。
「
人
」
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
と
い
う
場
合
の
人
は
敵
ば
か
り
で
な
く
味
方
も
指
す
。
『
業
隠
』
の
序
文
（
「
夜

陰
の
閑
談
」
）

の
最
後
に
は
、
「
我
等
が
一
流
の
誓
穎
」
と
し
て
「
四
誓
願
」
を
挙
げ
る
。
そ
の
第
一
条
が
「
於
武
道
お
く
れ
取
申
間
敷

事
」
で
あ
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
「
古
老
申
伝
」
と
あ
る
も
の
の
「
武
勇
」
「
武
道
」
に
遅
れ
を
取
ら
な
い
の
は
、
「
奉
公
人
」

と
し
て
の
近
世
武
士
に
と
っ
て
も
重
い
価
値
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
日
常
の
な
か
に
活
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

中
道
は
物
の
至
極
な
れ
ど
も
、
武
篇
は
平
生
に
も
人
に
乗
越
し
た
る
者
に
て
な
く
ば
、
成
ま
じ
く
候
（
略
）
軍
陣
に
て
武
功
の
人

に
乗
越
べ
き
と
心
が
け
、
強
敵
を
可
討
取
と
昼
夜
望
み
を
か
く
れ
ば
、
心
猛
く
、
草
臥
も
な
く
、
武
勇
も
顕
す
よ
し
、
老
士
の
物

語
也
、
平
生
に
も
此
心
得
有
べ
き
也
（
一
の
八
三
）

「
武
篇
」
「
武
勇
」
は
、
「
平
生
」
で
も
人
に
遅
れ
を
取
ら
ず
む
し
ろ
乗
り
越
え
る
も
の
と
し
て
意
味
を
持
つ
。

そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
敵
を
打
ち
破
り
、
味
方
に
も
先
を
越
さ
れ
な
い
戦
場
で
の
「
武
勇
」
「
武
篇
」
の
心
組
み
が
、
近
世
武

士
・
「
奉
公
人
」
が
生
き
る
泰
平
な
日
常
の
な
か
に
ど
う
し
て
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

分
の
武
篇
を
し
か
と
我
心
に
極
置
、
無
疑
様
に
覚
悟
す
れ
ば
、
自
然
の
時
一
番
に
撰
出
さ
る
、
事
必
定
也
、
是
は
折
節
の
仕
形
・

物
言
に
て
顕
る
、
も
の
也
（
一
の
一
一
八
）

門
・
同
組
に
、
介
錯
•
取
者
な
ど
、
武
士
道
に
懸
り
た
る
事
有
時
、
我
に
続
者
な
き
様
に
平
生
覚
悟
し
て
置
ば
、
自
然
の
時
、

も
う
―
つ
の
「
名
利
」
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は
い
け
な
い
。

の
一
六
一
）

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

人
の
目
に
も
か
、
る
も
の
也
、
常
に
武
勇
の
人
に
乗
越
ん
と
心
懸
、
「
何
某
に
劣
る
ま
じ
き
」
と
思
ひ
て
、
勇
気
を
可
修
也
（
一

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
人
」
、

つ
ま
り
「
御
家
」
に
属
す
る
人
々
に
認
め
ら
れ
、
「
介
錯
•
取
者
」
な
ど
も
含
む
「
自
然
の
時
」
、

す
な
わ
ち
い
ざ
と
い
う
時
に
選
任
さ
れ
る
機
会
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
か
か
る
心
組
み
・
覚
悟
の
あ
り
方
は
言
動
に
も
現
れ
る
と
す
る
。

「
武
篇
」
「
武
勇
」
の
覚
悟
は
自
ら
属
す
る
い
わ
ば
味
方
の
人
々
に
認
め
て
も
ら
う
上
で
重
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
頃
の
言
動
へ
の

留
意
に
も
な
ろ
う
。
味
方
に
認
め
て
も
ら
う
、
先
を
越
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
世
初
期
の
鍋
島
家
家
臣
（
成
富
兵
庫

茂
安
）
の
言
と
し
て
、
「
勝
と
い
ふ
は
、
味
方
に
勝
事
也
、
味
方
に
勝
と
い
ふ
は
、
我
に
勝
事
也
、
我
に
勝
と
い
ふ
は
、
気
を
以
、
体

に
勝
こ
と
也
、
兼
て
味
方
数
万
の
士
に
、
我
に
つ
ゞ
く
者
な
き
や
う
に
、
我
身
心
を
し
な
し
て
置
ね
ば
成
ら
ぬ
也
」
（
七
の
一
）
の
記

事
を
載
せ
る
。
勝
利
（
「
勝
」
）
と
は
敵
と
い
う
よ
り
も
「
味
方
」
に
勝
つ
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
「
我
」
（
自
分
）
に
勝
つ
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
際
、
「
体
」
（
身
体
）
の
限
界
を
「
気
」
で
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
結
局
、
大
勢
の
味
方
に
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
自
分

の
「
心
身
」
、
と
く
に
「
気
」
「
心
」
が
大
事
と
す
る
。
「
気
」
「
心
」
の
持
ち
ょ
う
が
味
方
の
な
か
か
ら
抜
き
ん
で
て
、
認
知
さ
れ
、
役

へ
の
選
任
の
機
会
を
作
る
こ
と
に
な
る
、
「
葉
隠
」
か
ら
こ
の
よ
う
に
読
み
取
れ
よ
う
。

か
か
る
強
い
「
気
」
「
心
」
を
持
ち
、
味
方
つ
ま
り
「
御
家
」
・
組
織
の
人
々
か
ら
抜
き
ん
で
る
た
め
に
は
、
自
分
の
弱
み
を
見
せ
て

武
士
は
ガ
事
に
心
を
つ
け
、
少
に
て
も
後
（
お
く
）
れ
に
成
べ
き
事
を
嫌
ふ
べ
き
也
、
就
中
、
物
言
に
不
吟
味
な
れ
ば
、
「
我
は

臆
病
也
」
、
「
其
時
は
逃
可
申
」
、
「
お
そ
ろ
し
や
」
、
「
痛
い
」
な
ど
、
い
ふ
事
有
、
ざ
れ
に
も
、
戯
に
も
、
寝
言
に
も
、
た
わ
言
に

も
、
言
ま
じ
き
詞
也
、
心
有
者
の
聞
て
は
心
の
奥
お
し
は
か
る
も
の
也
、
兼
て
吟
味
し
て
可
置
事
也
（
一
の
一
―
七
）

武
士
は
遅
れ
を
取
っ
て
は
な
ら
ず
、
と
く
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
自
分
の
弱
さ
を
表
現
す
る
よ
う
な
こ
と
は
厳
禁
で
、
自
ら
の
「
心

の
奥
」
を
他
人
に
推
量
さ
れ
る
の
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
武
士
は
、
か
り
に
も
弱
気
の
事
を
い
ふ
ま
じ
、
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(
2
)
 

す
る
ま
じ
と
、
兼
て
可
心
懸
事
也
、
か
り
そ
め
の
事
に
て
、
心
の
奥
見
ゆ
る
も
の
也
」
（
一
の
一
四
二
）
と
、
「
武
士
」
で
あ
れ
ば
、
些

細
な
「
弱
気
」
の
言
動
か
ら
で
も
「
心
の
奥
」
を
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
自
ら
の
弱
み
の
自
覚
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
自
分
の
弱
点
の
自
覚
は
よ
り
高
い
次
元
の
自
分
を
求
め
る
こ
と
で

あ
り
、
む
し
ろ
必
要
な
の
で
あ
る
。
あ
る
剣
術
者
は
、
「
其
道
に
深
く
入
れ
ば
、
終
に
果
な
き
事
を
見
付
る
ゆ
へ
、
是
迄
と
思
ふ
事
不

一
生
成
就
の
念
無
之
、
自
慢
の
念
も
な
く
、
卑
下
の
心
も
無
之
し
て
果
す
也
」
（
一
の
四
五
）
と

い
っ
た
と
い
う
。
自
分
の
「
不
足
」
の
自
覚
が
、
不
断
の
努
力
を
生
み
慢
心
を
抱
か
ず
自
ら
を
卑
下
す
る
思
い
も
な
く
な
る
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
常
朝
は
、
人
に
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
味
方
そ
し
て
自
分
に
勝
つ
こ
と
で
、
そ
こ
に
は
強
い
気
心
が
必
要
と
考
え
る

と
同
時
に
、

一
方
で
は
自
分
の
心
を
知
ら
れ
な
い
た
め
に
弱
み
を
他
人
に
悟
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
弱
み
を
自
覚
す
る
こ
と
が

自
分
を
完
成
さ
せ
る
上
で
重
要
と
も
考
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
自
分
に
勝
つ
こ
と
と
自
分
の
弱
み
を
知
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
矛
盾

し
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
閉
塞
的
、
孤
立
的
な
心
意
で
は
な
く
、
「
人
」
（
他
人
。
敵
・
味
方
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
武
篇
」
「
高
慢
」
で
「
吾
は
日
本
無
双
の
勇
士
」
と
い
う
自
覚
と
「
念
々
に
非
を
知
て
、

志
（
一
の
四
七
）

は
、
「
人
」
と
の
関
係
で
の
両
立
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
他
を
打
ち
負
か
す
だ
け
の
競
争
で
の
立
身
、

こ
れ
は
十
全
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

協
調
的
側
面

こ
こ
に
、
他
者
と
の
協
調
な
い
し
他
者
の
支
持
と
い
う
側
面
が
考
慮
さ
れ
て
く
る
。

『
菓
隠
』
は
、
人
と
の
競
争
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
、
戦
士
と
し
て
の
本
質
を
持
つ
近
世
武
士
・

「
奉
公
人
」
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
人
に
勝
る
基
本
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
人
の
意
見
を
鵜
呑
み
に
す
る
な
と
い
う
話
題
が
あ
る
。
他
人
の
言
を
鵜
呑
み
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
と
は
違
う
「
理
」
が

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

成
、
吾
に
不
足
有
事
を
実
に
知
て
、

一
生
不
打
置
」
「
吾
道
を
成
就
」
と
い
う
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想
定
す
る
否
定
す
べ
き
は
、

窺
え
る り

と
心
得
、
雑
務
方
を
し
ら
ぬ
が
よ
し

あ
る
は
ず
と
考
え
、
「
其
事
の
上
に
理
を
付
て
案
じ
て
見
れ
ば
、

一
段
立
卜
り
た
る
理
が
見
ゆ
る
も
の
也
、

上
は

r取
事
な
ら
ず
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
抜
其
座
に
て
可
言
相
手
な
ら
ば
、
障
ら
ぬ
様
に
云
べ
し
、

ぬ
様
に
取
合
し
て
、
心
に
は
且
理
を
見
出
し
て
附
た
る
か
よ
し
、
人
に
越
た
る
理
の
見
ゆ
る
仕
様
は
如
斯
也
」
と
し
た

人
に
越
え
る
坪
を
志
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
他
人
と
の
関
係
の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
と
い
う
。

人
へ
の
配
慮
は
特
用
・
ilf
身
に
際
し
て
留
瓜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
今
＾
つ
の
話
題
で
あ
る
。
訊
人
が
認
め
登
用
さ
れ
る
に

ぱ
、
「
上
は
手
の
理
」
を
見
い
だ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
「
誰
に
て
も
そ
く
も
や
る
ま
じ
き
」
と
か
か
ら
な
い
と
い
げ
な
い
が
、
そ
の

よ
う
な
「
理
」
を
悟
っ
て
も
、
人
の
批
判
は
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
人
の
心
は
移
り
安
く
、
そ
の
批
判
が
「
人
の
不
信
」
を
招
い
て
は

い
け
な
い
た
だ
し
、
人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
と
適
↓
ー
に
つ
き
あ
う
と
、
逆
に
小
信
に
息
わ
れ
、
味
方
の
人
か
ら
も
訴
価
を
得
ら
れ

「
理
」
で
他
人
の
不
信
を
招
い
て
は
よ
く
な
く
、
と
は
い
え
適
当
な
言
動
で
の
不

（
つ
ま
り
立
身
に
際
し
て
）
、
人
の
眼
な
い
し
人
と
の
距
離
が
餘
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

こ
の
よ
う
な
人
と
の
距
離
と
い
う
観
点
て
は
、
慢
心
や
自
慢
の
心
を
強
く
否
定
す
る

武
七
た
る
者
は
武
勇
に
大
閻
慢
を
な
し
、
死
狂
ひ
の
覚
梧
が
肝
要
也
、
不
断
の
心
立
・
物
一
ぷ
・
身
の
取
廻
し
、
月
奇
麗
に
と
心
懸

嗜
べ
し
、
奉
公

h
は
、
共
位
に
路
着
、
人
に
能
談
合
し
、
人
事
の
中
は
構
わ
ぬ
人
に
利
談
し
、

（
一
の
四
口
）

と
い
う
如
く
単
な
る
二
公
竺
に
通
じ
る
「
高
慢
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
武
勇
」
「
高
慢
」
は
常
朝
に
と
り

自
立
し
た
武
士
と
し
て
の
介
在
根
拠
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
閉
鎖
的
で
は
な
か
っ
た
の
は
か
か
る
主
張
か
ら
も

人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、
独
断
的
な
発
想
で
は
必
ず
し
も
な
く
自
身
で
の
処
理
不
可
の
よ
う
な
問
題
は
人
と
の
相
談
も

る
二
つ
の
話
題
は
、
人
を
越
え
る
上
で

信
も
好
ま
し
い
も
の
と
は
い
え
な
い

な
く
な
る

（
二
の
一

0
:
）。

い
わ
ば
競
争
に
勝
つ

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

ヶ
様
に
、
眼
を
付
ね
ば
、

い
わ
れ
ぬ
相
手
な
ど
は
、
障
ら

生
の
什
事
は
人
の
為
に
成
ば
か

そ
の
慢
心
•
H

慢
と
は
、

（
二
の
．

O

こ
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

必
要
と
い
う
。

奉
公
の
志
の
出
来
ぬ
も
自
慢
ゆ
へ
也
、
我
を
能
と
思
ひ
、
贔
属
の
上
か
ら
理
を
付
て
、
わ
る
か
た
ま
り
に
堅
ま
り
、

済
し
て
居
る
ゆ
へ
也
（
略
）
我
は
是
に
て
澄
む
と
お
も
ふ
よ
り
、
心
に
暗
く
、
人
に
問
尋
も
せ
ず
、

（
二
の
一
―
九
）

と
い
う
い
わ
ば
ひ
と
り
よ
が
り
で
閉
鎖
的
な
自
己
認
識
で
あ
る
。
自
ら
「
理
」
を
つ
け
て
自
分
を
「
能
」
と
思
い
、
人
の
意
見
も
聞
こ

う
と
し
な
い
よ
う
な
者
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
自
慢
は
先
の
武
勇
に
根
ざ
す
「
高
慢
」
と
は
別
の
「
高
慢
」
さ
え
生
み
出
す
。

少
し
理
屈
な
ど
を
合
点
し
た
る
者
は
、
頓
て
高
慢
し
て
「
一
ふ
り
者
」
と
云
れ
て
は
悦
び
、
「
我
は
今
の
世
間
に
合
ぬ
生
付
」
な

ど
、
い
ひ
て
、
「
我
上
あ
ら
じ
」
と
思
ふ
は
天
罰
有
べ
き
也
、
何
様
の
能
事
持
た
り
と
も
、
人
の
す
か
ぬ
者
は
や
く
に
立
ず
、
御

用
に
立
事
、
奉
公
す
る
事
に
は
す
き
て
、
随
分
へ
り
下
り
た
る
、
傍
輩
の
下
に
居
る
を
悦
ぶ
心
入
の
者
は
、
諸
人
嫌
わ
ぬ
も
の
也

（
一
の
二
三
）

傑
出
し
た
存
在
と
い
う
自
己
陶
酔
は
、
「
高
慢
」

一
生
を
あ
ら
ぬ
事
し
て
果
す

つ
ま
り
は
「
我
上
あ
ら
じ
」
と
い
う
一
種
の
傲
慢
さ
を
生
む
。

い
く
ら
力
量
や
知
恵

が
あ
っ
て
も
（
「
何
様
の
能
事
持
た
り
と
も
」
）
、
人
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
役
に
は
立
た
な
い
。
諸
人
に
嫌
わ
れ
な
い
謙
遜
こ
そ

自
己
本
位
の
智
恵
の
み
に
頼
ら
ず
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
、
人
の
支
持
・
信
頼
を
得
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
一
の
九
）
。

の
知
日
恵
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
「
私
の
情
識
」
を
捨
て
古
人
の
智
恵
や
人
と
の
相
談
（
「
談
合
」
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

つ
ま
り
「
我
智
恵
一
分
の
智
恵
ば
か
り
に
て
万
事
を
成
す
故
、
私
よ
り
天
道
に
背
き
、
悪
事
を
成
」
す
。
し
た
が
っ
て
「
真
の
智
恵
」

に
か
な
い
が
た
い
時
は
、
智
恵
あ
る
人
に
談
合
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
あ
る
。
「
壱
人
の
智
恵
は
突
立
た
る
木
」
い
わ
ば
孤
立
し
た
存

在
に
過
ぎ
な
い
（
一
の
五
）
。
し
か
も
理
・
智
恵
は
独
断
性
を
内
在
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
「
利
発
を
面
に
出
す
者
は
、
諸
人
請
合
不
申
候
」

（
一
の
一
0
七
）
、
「
智
恵
•
利
発
ほ
ど
き
た
な
き
も
の
な
し
、
先
諸
人
不
請
取
、
帯
紐
解
き
入
魂
さ
れ
ぬ
も
の
」
（
二
の
九
八
）
と
人
か

ら
嫌
悪
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
さ
え
言
い
切
る
。
む
し
ろ
、
過
失
を
犯
し
た
者
な
ど
は
、
そ
れ
を
か
え
っ
て
後
悔
し
て
嗜
む
か
ら
御
用

一
人

一
世
帯
構
て
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か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

し
か
し
、
人
か
ら
嫌
悪
さ
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
邪
な
智
恵
（
「
邪
智
」
）
を
働
か
せ
「
主
人
を
だ
ま
し
込
、
我
立
身
の
オ
覚
の
み
致

し
（
略
）

ヶ
様
の
者
は
、
多
分
新
参
・
成
上
り
に
有
も
の
也
、
譜
代
・
大
身
に
は
希
に
有
也
」
と
、
『
葉
隠
』
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
忠

節
に
基
づ
か
な
い
智
恵
に
よ
る
個
人
主
義
的
な
立
身
を
望
む
も
の
が
お
り
、
そ
れ
は
「
新
参
・
成
上
り
」
に
多
い
だ
ろ
う
と
い
う
（
ニ

の
一
―
六
）
。
こ
こ
に
は
、
小
身
者
で
あ
る
が
、
「
御
被
官
は
申
に
不
及
、
町
人
・
百
姓
ま
で
、
御
譜
代
相
伝
の
御
深
恩
」
（
序
文
ニ
―

八
頁
）
と
い
う
ご
と
き
「
譜
代
」
意
識
の
強
い
常
朝
の
自
己
認
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

殿
参
り
す
る
も
奉
公
人
の
疵
な
り
、
惣
て
、
御
内
縁
・
殿
贔
屈
を
持
て
は
、
口
が
き
け
ぬ
も
の
也
、
折
角
、
骨
を
折
て
奉
公
し
て

も
、
「
引
に
て
仕
合
よ
き
」
な
ど
、
後
指
さ
さ
れ
、
奉
公
が
無
に
成
も
の
也
、
何
の
引
も
な
き
が
、
奉
公
は
什
よ
き
も
の
な
り

（
二
の
九
九
）

と
、
主
君
の
贔
履
、
引
き
は
「
奉
公
人
の
疵
」
と
し
た
。
そ
こ
に
は
や
は
り
人
の
眼
が
あ
っ
た
。
支
持
・
信
頼
を
失
え
ば
奉
公
が
無
に

と
こ
ろ
で
そ
の
奉
公
の
最
高
の
あ
り
方
は
先
述
の
よ
う
に
家
老
に
立
身
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
思
い
立
っ
た
即
座
の
奉
公
を
『
葉
隠
』

は
王
張
し
て
お
り
、
競
争
的
意
識
も
内
在
し
た
。
し
か
し
、

（
「
御
家
」
に
属
す
る
「
味
方
」
）

を
失
う
の
で
戒
め
ら
れ
て
い
る
の
は
今
み
た
通
り
で
あ
る
。
人
か
ら
受
け
容
れ
ら
れ
る
た
め
に
は
時
間
も
か
か
り
、
早
い
立
身
・
出
世

は
人
の
妬
み
も
か
お
う
。
常
朝
自
身
が
、
邪
智
を
働
か
せ
た
自
身
の
立
身
し
か
考
え
な
い
新
参
・
成
上
り
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

可
能
性
も
指
摘
し
た
。

む
し
ろ
常
朝
は
早
急
な
立
身
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
養
子
の
吉
三
郎
に
石
田
一
鼎
の
言
を
引
用
し
諭
し
た
次
の
内
容

な
る
か
ら
で
あ
る
。

の
支
持
・
信
頼
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
立
身
に
も
必
要
で
あ
る
が
、
主
君
の
身
贔
贋
は
人
の
信
頼

に
立
つ
の
で
立
身
さ
せ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
（
一
の
五

0
)
。

一
方
で
奉
公
人
と
し
て
勤
め
る
に
は
自
分
の
欠
点
を
自
覚
し
た
上
で
の
人
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ン
と
す
れ
ハ
、

石
田
一
鼎
ノ
申
さ
れ
候
ハ
、
奉
公
人
ノ
立
身
ノ
仕
様
ハ
半
畳
敷
て
芝
居
見
物
す
る
か
こ
と
し
、
其
謂
ハ
、
我
よ
り
先
二
大
勢
見
物

人
入
こ
ミ
居
ル
故
狂
言
さ
た
か
二
見
へ
す
、
立
て
見
む
と
す
れ
ハ
諸
ノ
見
物
人
二
障
故
気
ノ
毒
が
り
、
無
理
二
を
し
分
て
向
へ
行

つ
ふ
り
二
刀
ノ
さ
や
ノ
あ
た
り
た
る
の
、
草
履
が
さ
ハ
リ
た
る
の
な
と
、
と
か
め
ら
れ
、
後
ハ
ロ
論
二
成
、

I
り

無
作
法
者
と
て
引
出
さ
れ
、
終
二
見
物
も
な
ら
す
、
是
ハ
無
功
成
見
物
人
也
、
又
功
者
の
見
物
と
云
ハ
、
前
方
よ
り
湯
水
も
多
ク

の
ま
す
、
小
用
二
立
た
り
又
ハ
帰
た
り
、
色
々
変
あ
る
二
付
、
少
宛
向
へ
に
し
り
寄
ー
＼
＼
す
る
内
二
、
メ
リ
正
面
二
に
し
り
付

切
狂
言
ノ
面
白
所
を
思
ふ
ま
、
見
て
仕
廻
也
、
奉
公
人
も
又
如
此
し
、
無
功
者
ハ
急
二
向
を
望
故
妥
か
し
こ
二
つ
か
へ
仕
損
ル
也
、

又
功
者
ハ
其
身
を
正
敷
し
て
物
を
不
急
、
心
永
ク
気
力
つ
よ
く
我
役
を
尖
二
勤
て
居
れ
ハ
、
我
よ
り
上
目
ノ
出
頭
人
、
或
ハ
役
者
、

又
ハ
死
ぬ
る
ノ
、
病
気
ノ
、
牢
人
す
る
ノ
な
と
色
々
転
変
す
る
内
二
、
少
宛
上
へ
に
し
り
上
リ
、
し
ま
り
時
節
到
来
し
て
、
思
ふ

図
二
い
た
り
て
奉
公
ノ
本
意
を
遂
る
物
也
と
被
申
候
、
尤
成
事
候
（
集
八
五
五

i
六）

一
鼎
は
芝
居
見
物
を
引
き
合
い
に
し
「
奉
公
人
ノ
立
身
ノ
仕
様
」
を
説
い
て
い
る
。
大
勢
の
観
客
が
い
る
な
か
で
無
理
に
前
に
行
こ
う

と
す
れ
ば
他
の
観
客
と
摩
擦
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
上
手
な
見
物
人
は
無
理
せ
ず
で
き
る
こ
と
（
小
用
を
控
え
る
た
め
湯
水
を
飲
ま
な

い
こ
と
な
ど
）
を
や
っ
て
機
会
を
待
つ
。
奉
公
人
も
同
じ
で
「
無
功
者
」
は
焦
っ
て
仕
損
じ
る
が
、
「
功
者
」
は
急
が
ず
心
気
強
く
時

期
を
待
ち
、
周
囲
の
状
況
の
変
化
（
他
人
の
病
気
・
牢
人
な
ど
）
で
少
し
づ
つ
立
身
し
、
最
後
に
は
「
奉
公
ノ
本
意
を
遂
る
」
と
い
う

一
鼎
の
見
方
に
「
尤
成
」
と
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
急
ぎ
焦
っ
た
立
身
へ
の
自
制
が
い
わ
れ
る
。

立
身
・
加
増
早
き
時
は
、
諸
人
敵
に
成
、
の
う
じ
な
し
、
遅
き
時
は
諸
人
味
方
に
成
、
其
上
の
幸
は
悔
に
見
ゆ
る
也
、
遅
速
共
に

諸
人
う
け
が
ひ
候
時
は
危
き
事
な
し
(
―
一
の
一
四
0
)

早
い
立
身
・
加
増
は
諸
人
の
反
発
を
か
う
が
、
遅
い
そ
れ
は
諸
人
が
賛
同
す
る
と
い
い
、

要
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
若
き
内
に
立
身
し
て
御
用
に
立
は
の
う
ぢ
な
き
も
の
」
、

器
量
不
熟
、
人
も
請
取
ぬ
也
」
と
例
え
能
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
人
の
支
持
は
え
ら
れ
ず
、
「
五
十
ば
か
り
よ
り
、
そ
ろ
／
＼
仕
上
た

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

い
ず
れ
に
し
て
も
人
の
支
持
が
立
身
に
は
重

つ
ま
り
長
続
き
せ
ず
、
「
発
明
の
生
れ
付
に
て
も
、
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

立
身
す
る
事
は
人
よ
り
引
立
ら
る
、
者
な
ら
で
は
用
に
不
立
也
（
一
の
一
五
五
）

（
二
の
一
四

0
)
に
な

る
が
能
也
、
其
内
は
諸
人
立
身
晩
き
と
思
ふ
程
な
る
が
の
う
じ
有
也
」
と
、
五
十
歳
過
ぎ
な
ど
遅
い
立
身
が
長
続
き
す
る
と
い
う
（

い
ず
れ
に
し
て
も
、
立
身
は
人
の
支
持
を
得
て
引
き
立
て
ら
れ
な
い
と
叶
わ
ず
、
そ
の
環
境
は
若
い
内
に
は
調
い
が
た
い
と
み
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
の
支
持
さ
ら
に
推
挙
に
は
奉
公
の
覚
悟
、
死
に
狂
い
は
自
分
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
心
持
ち
を
重

視
す
る
(
―
一
の
六
四
）
。
独
断
的
な
智
恵
で
は
な
く
死
に
狂
う
程
の
奉
公
の
覚
悟
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
先
述
し
た
傲
慢
さ
と
は

違
う
。
独
断
的
な
傲
慢
は
人
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
先
述
し
た
「
地
獄
」
に
懸
け
入
る
こ
と

る
や
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

諸
人
一
和
し
て
天
道
に
任
せ
て
居
る
は
心
安
く
、
一
和
せ
ざ
れ
ば
大
義
を
調
て
も
忠
義
に
あ
ら
ず
（
略
）
無
常
の
世
の
中
、
今
の

事
も
知
れ
ず
、
人
に
悪
敷
思
は
れ
て
果
す
は
無
詮
事
也
（
略
）
人
を
先
に
立
て
、
争
ふ
心
な
く
、
礼
義
を
乱
さ
ず
、
へ
り
下
り
て

我
が
為
あ
し
く
と
も
、
人
の
為
に
能
や
う
に
す
れ
ば
、
い
づ
れ
初
参
会
の
や
う
に
て
、
中
悪
く
成
事
な
し
（
一
の
一
六
一
―
-
）

人
の
眼
を
意
識
し
、
控
え
め
に
し
て
争
わ
ず
謙
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
死
に
狂
い
の
覚
悟
が
必
要
で
も
そ
れ
は
奉
公
の
た
め
に

自
分
を
高
め
る
心
組
み
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
諸
人
一
和
」
と
い
う
協
調
的
側
面
が
大
事
と
さ
れ
る
。
「
御
家
を
一
人
に
て
荷
申
志
」
（
序

文
―
二
八
頁
）
と
い
う
信
念
は
「
奉
公
人
」
と
し
て
の
責
任
感
の
発
露
で
は
あ
っ
た
も
、
独
善
性
、
閉
鎖
的
な
も
の
で
は
な
い
。
「
奉

公
に
志
有
て
、
エ
夫
修
行
な
ど
致
候
時
、
多
分
高
上
に
成
り
、
至
り
過
、
本
を
と
な
へ
失
ひ
候
」
（
二
の
一
九
）
と
、
一
途
さ
が
か
え
っ

て
過
度
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
奉
公
と
は
い
え
な
い
。

の
―
二
六
）
。

――一七）

人
と
の
競
争
と
協
調
は
、
こ
の
よ
う
に
「
奉
公
人
」
と
い
う
点
で
統
一
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

人
に
超
越
す
る
処
は
、
我
が
上
を
人
に
云
せ
て
、
異
見
を
聞
ば
か
り
也
、
並
の
人
は
、
我
一
分
に
て
済
す
故
に
、

な
し
、
人
に
談
合
す
る
分
が
一
段
越
た
る
所
也
（
一
の

一
段
超
た
る
所
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（
集
八
五
九
）

の
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
牢
人

人
に
超
越
し
自
分
を
高
め
る
た
め
に
は
、
人
の
意
見
を
取
り
人
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
を
他
人
の
日
で
客
観
視
す
る
た
め
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
「
高
上
に
成
り
、
至
り
過
、
本
を
と
な
へ
失
」
と
い
う
こ
と
の
回
避
に
も
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
人
を
越
え
る
た
め
に
人
と
つ
な
が
る
、
と
い
う
奉
公
人
と
し
て
の
自
分
の
「
生
」
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
「
今
」
「
当
座
」

こ
そ
大
事
で
あ
る
。
只
今
の
一
念
が
大
事
で
、
急
ぐ
こ
と
は
な
く
、
一
念
一
念
が
重
な
っ
て
一
生
と
な
る
（
二
の
一
七
）
。
勝
ち
を
意

識
す
る
の
で
は
な
く
、
当
座
、
そ
の
場
の
覚
悟
こ
そ
大
事
（
二
の
一
一
一
六
）
な
の
だ
。
奉
公
人
と
し
て
急
い
だ
立
身
の
志
は
よ
く
な
い
が
、

し
か
し
思
い
立
て
ば
即
座
に
実
行
す
る
、
現
在
に
全
力
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
「
奉
公
人
」
の
「
立
身
」

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
『
葉
隠
』
・
山
本
常
朝
の
奉
公
と
立
身
の
考
え
方
は
、
近
世
の
一
人
の
武
士
と
し
て
の
葛
藤
と
覚
悟
の
所
産

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
時
と
平
時
、
戦
士
と
役
人
な
ど
、
武
士
の
本
質
と
時
代
性
の
は
ざ
ま
、
ま
た
自
身
の
体
験
の
な
か
で
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
改
め
て
そ
の
構
図
を
検
討
し
な
が
ら
、
奉
公
人
と
し
て
の
立
身
に
対
す
る
認
識
を
捉

え
て
み
よ
う
。

常
朝
が
吉
三
郎
に
対
し
、
奉
公
人
の
最
終
的
な
あ
り
方
（
「
内
留
メ
」
）
が
牢
人
・
切
腹
の
二
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
人
の
増
加
す
る

恩
に
報
い
き
れ
な
く
な
る
た
め
結
局
は
罪
を
蒙
り
、
そ
の
覚
悟
が
必
要
と
諭
し
て
い
た

を
め
ぐ
っ
て
は
、
別
の
観
点
か
ら
も
吉
三
郎
に
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
牢
人
は
、
智
恵
を
武
器
に
立
身
す
る
も
の
の
「
我
ハ
能
キ
者

と
自
慢
」
し
「
慢
心
出
来
、
人
ノ
事
ハ
虫
け
ら
ノ
様
二
見
な
し
、
先
上
り
二
奢
」
の
で
「
天
道
よ
り
蹴
た
ハ
さ
れ
て
牢
人
」
す
る
。
そ

こ
で
「
是
我
科
也
」
と
自
分
の
「
非
」
を
自
覚
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
「
牢
人
し
て
も
我
非
を
思
ひ
し
ら
す
、
上
を
恨
、
人
を
恨
」
よ

う
な
者
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
「
能
キ
人
ノ
｛
牛
人
す
る
二
あ
ら
す
」
で
あ
る
の
に
対
し
「
非
を
知
す
し
て
自
慢
す
る
ハ
大
罪
人
」
と
牢

も
う
―
つ
の
「
名
利
」
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人
を
指
弾
す
る
（
集
八
五
七
＼
八
）
。
父
・
常
朝
と
し
て
子
・
吉
三
郎
に
伝
え
た
い
本
意
は
、
牢
人
そ
の
も
の
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
自

分
の
「
非
」
、
欠
点
・
弱
点
を
自
覚
し
よ
う
と
せ
ず
、
自
分
は
正
し
い
と
独
断
的
に
「
自
慢
」
す
る
者
へ
の
批
判
で
あ
ろ
う
。
独
断
的
、

自
己
閉
鎖
的
な
「
自
慢
」
と
常
朝
が
重
視
す
る
自
立
し
た
武
士
と
し
て
誰
に
も
負
け
な
い
と
い
う
自
負
・
「
高
慢
」
と
は
相
違
す
る
の

武
勇
と
少
人
は
、
我
は
日
本
一
と
大
高
慢
に
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
道
を
修
行
す
る
今
日
の
事
は
、
知
非
便
捨
に
し
く
は
な
し
、

ヶ
様
に
二
つ
に
分
て
心
得
ね
ば
埒
明
ず
（
一

の三一―-）

「
武
勇
」
で
若
い
う
ち
は
自
分
は
「

H
本
一
」
と
「
大
高
慢
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
道
」
（
奉
公
人
と
し
て
の
「
道
」
と
解
釈

で
き
よ
う
）
を
志
す
者
は
仏
教
で
い
う
「
知
非
便
捨
」
、

り
、
「
高
慢
」
と
「
知
非
」
の
兼
備
が
必
要
と
い
う
。

近
世
の
武
士
は
、
死
に
狂
う
思
い
で
忠
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
戦
士
の
側
面
と
同
時
に
様
々
な
行
政
に
携
わ
る
役
人
と
し

て
の
側
面
を
持
つ
存
在
と
し
て
、
常
朝
は
「
奉
公
人
」
を
概
念
化
し
た
。

奉
公
人
と
な
る
か
ら
は
、
御
前
に
て
も
、
家
老
衆
の
前
に
て
も
、
公
儀
の
御
城
に
て
も
、
公
方
様
の
御
前
に
て
も
、
さ
つ
ば
り
と

云
て
済
す
様
に
、
寝
間
の
隅
に
て
云
習
ひ
て
置
事
也
、
万
事
如
此
、
准
（
な
ら
ず
）

候
」
（
二
の
七
五
）

い
吟
味
す
べ
し
、
鑓
を
突
事
も
、
公
儀
を
勤

る
事
も
、
同
前
也
、
ヶ
様
に
せ
り
詰
て
見
れ
ば
、

H
来
の
湘
断
、
今
日
の
不
鴬
悟
、
皆
知
る
、
か
（
二
の
四
八
）

「
鑓
を
突
事
」
（
い
わ
ば
戦
時
の
戦
士
）
と
「
公
儀
を
勤
る
事
」
（
い
わ
ば
平
時
の
役
人
）
の
二
つ
は
「
同
前
」
で
別
物
で
は
な
く
、
平

時
の
役
人
と
し
て
も
戦
時
の
戦
士
の
心
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
「
畳
の
上
に
て
武
勇
の
顕
る
、
者
な
ら
で
は
、
虎
口
へ
も
撰
出
さ
れ
ず

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
「
非
」
を
知
り
つ
つ
「
高
慢
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
ろ

し
か
し
、
現
実
社
会
に
は
、
自
ら
の
「
非
」
を
知
り
つ
つ
勤
め
に
「
高
慢
」
な
自
負
・
責
任
感
を
持
つ

゜
、つ で

あ
る
。

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

「
奉
公
人
」
、
そ
れ
も
常
朝

つ
ま
り
自
分
の
非
を
知
り
、
そ
れ
を
捨
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

が
奉
公
の
至
極
と
考
え
る
家
老
・
年
寄
な
ど
の
上
層
家
臣
に
、
か
か
る
自
覚
を
持
ち
言
動
を
実
践
す
る
者
は
い
な
い
と
い
う
実
感
、

わ
ば
現
実
に
対
す
る
批
判
・
失
望
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

し‘

天
下
国
家
を
治
る
と
い
ふ
は
、
不
及
事
、
大
惣
の
事
の
様
な
れ
ど
も
、
今
天
下
の
老
中
、
御
国
の
家
老
・
年
寄
中
の
仕
事
、
此
庵

に
て
咄
候
事
よ
り
外
は
無
之
も
の
也
、
是
に
て
成
程
治
め
て
や
る
事
也
、
結
旬
あ
の
衆
は
無
心
元
事
有
、
国
学
を
不
知
、
邪
正
の

吟
味
せ
ず
生
附
の
理
発
任
に
て
、
諸
人
這
廻
り
、
お
ぢ
お
そ
れ
、
「
御
尤
」
と
ば
か
り
申
に
付
、
自
慢
・
私
欲
出
来
る
も
の
に
て

候
と
也
（
一

『
葉
隠
』
最
後
の
条
文
で
あ
る
。
「
天
下
」
（
幕
政
）
に
関
わ
る
老
中
、
「
国
家
」
（
藩
政
）

（
「
仕
事
」
）
は
、
山
本
常
朝
が
田
代
陣
基
に
こ
れ
ま
で
「
此
庵
に
て
咄
候
事
よ
り
外
は
無
之
」
と
す
る
。

―
つ
は
、
常
朝
が
奉
公
の
至
極
と
す
る
老
中
・
家
老
を
め
ぐ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
小
身
者
の
常
朝
に
と
り
立
身
は
そ
の
道
程

に
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
他
者
を
打
ち
負
か
す
独
善
的
な
立
身
で
は
な
く
、
自
分
の
「
非
」
を
知
り
つ
つ
死
に
狂
う
よ
う
な
自
負
心

（
高
慢
）
を
持
つ
「
奉
公
人
」
と
し
て
現
在
を
大
事
に
す
る
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
家
老
層
（
「
あ
の
衆
」
）
は
、

組
織
・
藩
の
歴
史
（
「
国
学
」
）
を
知
ら
ず
、
た
だ
自
身
の
智
恵
（
「
理
発
」
）

だ
け
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
、
痛
烈
に
批
判
し
失
望
し
て
い
た
。
吉
三
郎
に
対
し
て
も

「
主
君
」
（
藩
主
）

つ
ま
り
、
『
薬
隠
』

つ
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
「
御
尤
」
と
怖
じ
恐
れ
る
だ
け
で
、
自
己
へ
の
陶
酔
と
利
益
（
「
自
慢
・
私
欲
」
）

の
主
題
の

の
み
で
判
断
し
、
主
君
に
対
し
て
は
高
慢
な
自
負
心
を
持

の
み
を
考
え
る
、
そ
れ

畢
党
主
君
ノ
悪
敷
事
有
ハ
家
老
・
年
寄
其
役
の
者
不
諌
故
な
れ
ハ
、
人
ノ
な
き
事
を
歎
ハ
さ
も
有
へ
し
（
集
八
五
七
）

の
「
悪
事
」
は
家
老
・
年
寄
が
諫
言
し
な
い
か
ら
と
断
じ
、
そ
の
よ
う
な
「
人
」
が
い
な
い
、
つ
ま
り
は
今
ま
で
見

て
き
た
よ
う
な
自
覚
と
資
質
を
備
え
た
「
奉
公
人
」
が
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
の
家
老
に
常
朝
は
就
い
て
い
な
い
。
常
朝
の
父
重
澄
の
実
家
中
野
家
を
念
頭
に
お
け
ば
、
佐
賀
藩
の
加
判
家
老
や
支

藩
小
城
藩
の
家
老
に
就
任
し
た
者
も
あ
り
、
「
下
よ
り
登
り
大
功
を
遂
、
御
用
に
立
た
る
人
、
御
代
々
数
人
有
之
」
(
―
一
の
一
五
）
と
の

）
れ
は

の
一
六
八

に
関
わ
る
家
老
・
年
寄
の
役
割
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抜
群
御
理
発
二
而
御
短
慮
二
被
成
御
座
候
、
夫
を
出
儘
二
御
は
た
ら
き
被
成
候
ハ
ヽ
、
物
あ
ら
く
御
手
打
な
と
あ
ぶ
な
く
候
、

儒
道
・
仏
道
な
と
御
心
を
よ
せ
ら
れ
さ
る
事
二
候
ヘ
ハ
、
右
を
押
へ
申
た
よ
り
」
が
な
い
。
し
か
し
光
茂
は
歌
が
好
き
で
、
「
御
利
発
・

御
短
気
を
歌
が
や
ハ
ら
け
申
候
ゆ
へ
、
終
に
御
粗
忽
成
ル
御
振
廻
無
御
座
、
次
第
に
御
慈
悲
心
御
家
中
下
々
迄
行
渡
り
申
候
、
然
ハ

公
ノ
御
歌
学
ハ
御
国
家
繁
昌
之
根
本
」
と
、
相
良
求
馬
（
佐
賀
藩
家
臣
）
が
語
っ
た
と
い
う
。
光
茂
へ
の
常
朝
の
複
雑
な
眼
差
し
は
別

「第

も
う
―
つ
の
「
名
利
」

認
識
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
常
朝
自
ら
も
家
老
の
役
に
つ
け
る
と
の
思
い
・
期
待
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
就
か
な

い
ま
ま
光
茂
は
死
亡
、
常
朝
は
出
家
す
る
（
元
禄
一
三
年
）
。
結
局
「
人
よ
り
押
下
げ
ら
る
る
」
「
小
身
者
」
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
わ

四
一
）
と
す
る
一
種
の
挫
折
感
を
彼
が
有
し
て
い
た
と
想
定
す
る
の
は
、
あ
ま
り
無
理
な
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
、
養
子
・
吉
―
―
一
郎
へ
そ
の
よ
う
な
思
い
も
伝
え
、
家
老
へ
の
志
も
期
待
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

品｝）

ま
た
常
朝
が
基
本
的
に
側
役
で
あ
っ
た
こ
と
も
葛
藤
の
要
素
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
父
・
重
澄
の
兄
中
野
茂
利
の
言
と
し
て
こ

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
茂
利
は
、
勝
茂
の
年
寄
役
を
勤
め
て
い
た
が
、
「
御
手
元
の
役
儀
を
し
て
は
大
働
は
な
ら
ず
と
存
立
、
ふ
つ
と

出
仕
不
仕
候
」
と
出
仕
を
や
め
た
。
そ
の
後
、
召
し
出
し
の
話
が
あ
っ
て
も
出
仕
せ
ず
牢
人
し
た
。
子
の
政
（
正
）
利
も
年
寄
役
を
命

じ
ら
れ
、
別
に
五
百
石
が
拝
領
さ
れ
た
が
、
茂
利
は
「
御
膝
元
の
奉
公
な
ど
し
て
、
能
奉
公
と
思
ふ
か
、
夫
で
は
大
仕
事
は
な
ら
ず
」

と
い
っ
た
（
八
の
一
五
）
。
常
朝
は
結
局
、
側
役
で
あ
り
、
「
大
仕
事
」
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
側
役
と
外
様
役
に

に
つ
い
て
、
「
御
側
」
の
者
は
差
し
出
が
ま
し
い
こ
と
は
せ
ず
に
「
自
然
」
と
御
用
に
立
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
「
外
様
」
の
奉
公

は
そ
れ
で
は
追
い
つ
か
ず
、
遺
漏
な
く
心
掛
け
、
上
の
者
の
目
に
つ
く
よ
う
な
心
持
ち
が
必
要
と
も
し
た
（
二
の
六
三
）
。
立
身
に
関

し
て
は
側
役
は
自
然
体
が
よ
い
が
、
外
様
役
は
相
応
の
努
力
も
必
要
だ
が
、
立
身
の
可
能
性
は
外
様
役
に
あ
る
と
み
て
い
た
の
で
は
な

側
役
で
は
大
き
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
立
身
は
困
難
、
と
の
常
朝
の
思
い
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
次
の
話
題
は
興
味
深

い
。
そ
れ
は
彼
の
著
作
と
み
ら
れ
る
『
御
代
々
御
咄
聞
書
」
に
載
る
常
朝
が
仕
え
た
鍋
島
光
茂
に
関
す
る
話
で
あ
る
。
つ
ま
り
光
茂
は

い
だ
ろ
う
か
。

け
で
、
こ
れ
を
「
無
念
」
（
二
の
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

曲
解
に
過
ぎ
よ
う
か
。

と
観
念
い
た
し
出
家
遁
世
い
た
し
候
（
集
八
五
五
）

(31) 

に
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
光
茂
の
短
気
な
性
格
を
和
歌
が
和
ら
げ
る
た
め
、
光
茂
の
歌
学
は
国
家
（
佐
賀
藩
）
に
利
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
光
茂
へ
の
歌
学
に
つ
き
、
西
三
條
実
教
よ
り
の
古
今
伝
授
に
使
者
と
し
て
京
都
で
奔
走
す
る
こ
と
を
常
朝
は
自
ら
記
し

盆心）

て
い
る
。
小
身
者
の
「
側
役
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
主
君
の
人
格
を
補
う
歌
学
の
面
で
「
御
国
家
繁
昌
ノ
根
本
」
を
作
っ
た
と
い
う
、

や
や
屈
折
し
た
思
い
を
み
て
と
れ
よ
う
。
「
奉
公
人
」
と
し
て
の
常
朝
は
「
「
芸
は
身
を
助
る
」
と
い
ふ
は
、
他
方
の
士
の
こ
と
也
、
御

当
家
の
士
は
、
芸
は
身
を
亡
す
也
」
（
一
の
八
八
）
と
「
芸
能
」
に
距
離
を
お
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
奉
公
の
至
極
と
し
て
家
老
就
任

が
果
た
さ
れ
な
い
な
か
、
芸
能
で
の
国
家
・
主
君
へ
の
奉
公
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
葛
藤
・
挫
折
の

思
い
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

側
役
の
小
身
者
に
終
始
し
た
常
朝
は
家
老
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
自
身
、
吉
三
郎
に
対
し
、

立
身
ノ
仕
様
、
年
若
キ
内
二
俄
出
頭
な
と
い
た
し
候
て
ハ
落
度
有
之
物
な
れ
ハ
、
四
十
ノ
内
ハ
成
程
引
取
居
候
而
、
四
十
已
後
段
々

立
身
を
し
て
本
意
を
可
遂
と
存
候
つ
る
、
去
共
四
十
二
歳
二
而
、
乗
輪
院
（
鍋
島
光
茂
）
様
御
逝
去
被
遊
候
二
付
、

一
途
二
御
供

こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
（
つ
ま
り
早
い
立
身
で
は
な
く
、
機
が
熟
し
た
立
身
）
、
光
茂
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
が
、
「
本
意
」
で
あ
る
家

老
に
就
か
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
吉
―
―
一
郎
へ
の
か
か
る
常
朝
の
主
張
は
、
弁
解
な
い
し
葛
藤
・
挫
折
感
の
別
言
、
と
す
る
の
は

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
ら
は
就
け
な
か
っ
た
家
老
層
へ
の
常
朝
の
批
判
、
失
望
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
常
朝
が
家
老
を
奉
公
の
至
極
と

す
る
の
は
、
そ
し
て
そ
れ
へ
の
立
身
を
思
う
の
は
、
地
位
が
高
い
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

一
番
乗
な
ど
で
命
を
捨
て
る
よ
り
も
、

主
君
の
心
入
れ
を
直
し
「
御
国
家
」
を
固
め
る
の
が
奉
公
で
あ
り
、
諸
人
の
支
持
や
主
君
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
年
寄
・
家
老
に
な
ら
な

け
れ
ば
諫
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
私
欲
」
の
奉
公
と
違
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
忠
臣
と
は
い
え
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
(
―
一
の
二
八
）
。
泰
平
な
時
代
、
合
戦
で
命
を
落
と
す
と
い
う
恐
れ
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
主
君
を
諫
め
国
家
（
藩
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

政
）
を
安
定
さ
せ
る
の
が
奉
公
で
あ
り
、
そ
れ
は
け
し
て
「
私
欲
」
か
ら
で
は
な
い
。
し
か
し
、
小
身
者
が
家
老
へ
立
身
し
奉
公
す
る

と
志
す
に
は
、
相
応
の
心
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
自
ら
を
「
日
本
一
」
と
い
う
「
高
慢
」
・
自
負
心
も
そ

の
よ
う
な
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
要
素
で
あ
ろ
う
。
常
朝
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
欲
心
そ
れ
自
体
を
否
定
し
な
い
。
大
役
に
就
く
望
み
・

欲
が
な
い
の
は
、
失
敗
を
恐
れ
る
臆
病
者
で
あ
り
、
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
常
朝
の
考
え
方
は
先
述
し
た
（
集
八
五
七
）
。

そ
れ
で
は
、
か
か
る
欲
心
、
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
―
―
一
郎
に
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
等
若
年
ノ
側
、
常
治
居
士
（
山
本
五
郎
左
衛
門
常
治
）
物
語
二
名
利
を
思
ふ
奉
公
人
ハ
奉
公
人
二
あ
ら
す
、
名
利
を
思
ハ
ぬ
奉

公
人
ハ
奉
公
人
二
あ
ら
す
と
昔
よ
り
な
ら
ハ
し
候
、
面
白
事
之
由
被
申
候
、
若
輩
心
二
ひ
し
と
疑
お
こ
り
、
不
打
置
工
夫
申
候
而

存
当
リ
候
ハ
、
名
利
を
思
ふ
奉
公
人
二
あ
ら
す
と
申
ハ
素
よ
り
知
レ
た
る
事
二
候
、
名
ノ
為
利
ノ
為
か
へ
物
二
奉
公
す
る
ハ
私
欲

ノ
商
奉
公
な
れ
ハ
也
、
名
利
を
思
ハ
ぬ
奉
公
人
ハ
奉
公
人
二
あ
ら
す
と
申
ハ
、
抑
忠
節
之
肝
要
ハ
君
二
諌
を
申
事
二
候
、
奉
公
を

仕
る
か
ら
ハ
肝
要
ノ
忠
節
を
尽
さ
て
ハ
甲
斐
も
な
し
、
さ
ら
ハ
諫
を
可
申
と
思
ひ
て
も
其
位
二
い
た
ら
ね
ハ
諫
ル
事
な
ら
す
、
然

ハ
家
老
ノ
座
二
な
を
り
て
諫
る
外
な
し
、
小
身
よ
り
家
老
職
二
成
事
、
能
々
諸
人
二
誉
ら
れ
知
行
大
分
申
請
ね
ハ
な
ら
す
、
然
時

ハ
名
利
を
思
ふ
二
似
た
れ
と
も
全
ク
私
欲
二
あ
ら
す
、
君
ノ
為
二
名
を
取
君
ノ
為
二
利
を
取
へ
し
と
思
ひ
定
ム
ヘ
き
事
也
、
此
意

地
な
く
し
て
ハ
大
分
ノ
御
用
二
立
事
ハ
成
間
敷
事
也
、
妥
を
以
名
利
を
思
ハ
ぬ
奉
公
人
ハ
奉
公
人
二
あ
ら
す
と
云
成
へ
し
、
得
と

胸
二
落
た
り
、
此
儀
成
間
敷
事
二
而
無
之
、
小
身
よ
り
家
老
座
席
二
成
た
る
衆
目
前
二
有
之
事
候
（
集
八
五
四
＼
五
）

常
朝
の
長
兄
武
弘
の
子
で
寛
永
一
六
年
生
の
常
治
は
、
常
朝
の
甥
と
は
い
え
、
彼
よ
り
二

0
歳
年
長
で
、
あ
る
時
期
常
朝
は
、
「
毎
夜
、

五
郎
左
衛
門
咄
を
承
り
に
参
り
候
」
（
一
一
の
一
四
一
）
と
か
な
り
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
常
治
は
、
「
名
利
」
を
思
っ
て
も

奉
公
人
で
は
な
く
、
「
名
利
」
を
思
わ
な
く
て
も
奉
公
人
で
は
な
い
と
い
う
昔
か
ら
の
習
わ
し
を
常
朝
に
話
し
て
く
れ
た
。
常
朝
は
前

者
に
つ
い
て
は
「
私
欲
ノ
商
奉
公
」
で
自
分
の
「
名
利
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
忠
節
」
の
肝
要
は
主
君
へ

の
諫
言
で
あ
り
、
そ
れ
が
可
能
な
地
位
が
家
老
で
あ
る
た
め
、
「
小
身
よ
り
家
老
職
二
成
」
る
と
い
う
「
意
地
」
で
、
こ
れ
は
「
私
欲
」
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お
わ
り
に

容
は
、
同
趣
旨
で
『
莱
隠
」

で
は
な
く
、
主
君
の
た
め
の
「
名
」
と
「
利
」
を
目
指
す
「
名
利
」
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
〈
私
の
名
利
〉
と
〈
奉
公
名
利
〉
と
い
う
二
つ
の
名
利
を
想
定
し
、
後
者
を
近
枇
武
士
・
「
奉
公
人
」
の
「
立

身
」
の
た
め
の
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
源
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
欲
心
の
合
理
化
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
吉
三
郎
へ
の
教
え
の
内

の
巻
二
の
最
終
条
目
（
二
の
一
四
一
）
に
も
載
る
の
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
（
一
節

参
照
）
、
「
葉
隠
』
の
内
容
は
巻
一
一
ま
で
と
そ
れ
以
降
で
は
内
容
が
一
一
分
さ
れ
、
巻
一
・
ニ
は
常
朝
が
陣
基
に
一
夜
で
語
っ
た
教
訓
と
さ

れ
て
い
る
。
『
葉
隠
』
の
主
要
な
テ
ー
マ
が
奉
公
人
の
心
組
み
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
至
極
と
し
て
の
家
老
へ
の
立
身
の
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

動
機
付
け
と
し
て
の
〈
奉
公
名
利
〉
は
い
わ
ば
、
私
欲
に
基
づ
く
〈
私
の
名
利
〉
と
は
別
の
、
も
う
―
つ
の
「
名
利
」
な
の
で
あ
る
。

「
葉
隠
」

の
成
立
の
背
景
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
瞥
見
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
構
成
を
勘
案
す
れ
ば
、
巻
二
の
最
終
条
目

（
二
の
一
四
一
）
お
よ
び
『
葉
隠
」
自
体
の
最
終
条
目
（
一
一
の
一
六
八
）
が
、
前
者
は
家
老
へ
の
〈
奉
公
名
利
〉
で
の
立
身
、
後
者

が
そ
の
家
老
へ
の
批
判
、
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
は
留
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
巻
三

1
―
一
は
佐
賀
藩
の
歴
史
（
「
国
学
」
）
の
内

容
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
御
国
之
諸
士
褒
貶
」
（
巻
七
＼
九
）
と
家
臣
に
関
す
る
内
容
が
多
く
を
占
め
る
の
は
、
「
奉
公
人
」
の
あ
り

方
を
主
題
の
柱
と
す
る
「
葉
隠
』

で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
故
な
し
と
し
な
い
。
常
朝
の
養
子
•
吉
三
郎
に
与
え
た
『
愚
見
集
』

と
と
も
に
、
『
葉
隠
』
は
「
奉
公
人
」
と
し
て
の
家
臣
（
就
中
、
家
老
層
）

の
現
実
と
自
ら
の
履
歴
に
葛
藤
を
覚
え
る
常
朝
、
そ
れ
に

共
感
す
る
陣
基
に
よ
る
、
奉
公
人
の
心
組
み
の
書
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
葛
藤
は
、
主
君
や
家
老
な
ど
現
実
へ
の
批
判
、
失
望
に
対
す

る
も
の
で
も
あ
り
、
『
葉
隠
』
そ
の
も
の
は
写
本
に
よ
り
「
世
上
の
批
判
、
諸
士
の
邪
正
、
推
量
、
風
俗
等
に
て
、
ロ
ハ
自
分
の
後
学
に

覚
え
居
ら
れ
候
を
、
噺
の
侭
に
書
き
付
け
候
へ
ば
、
他
見
の
末
に
て
は
意
根
悪
事
に
も
な
る
べ
く
候
間
、
堅
く
火
中
仕
る
べ
き
巾
、
返

も
う
―
つ
の
「
名
利
」
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す
が
え
す
御
申
し
候
」
と
あ
る
の
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、

い
わ
ば
秘
書
扱
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
家
老
に
就
け
る
程
の
力
量
を
自
負
し
つ
つ
も
小
身
者
に
終
わ
っ
た
常
朝
の
思
い
は
、
『
葉
隠
」
完
成
後
も
萎
む
こ
と
は
な

か
っ
た
。
正
徳
四
年
、
鍋
島
宗
茂
（
後
の
五
代
佐
賀
溜
主
）
に
対
し
常
朝
は
い
わ
ば
上
奏
文
を
差
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、

人
を
能
御
目
利
被
遊
器
量
ノ
者
二
御
知
行
を
大
分
被
下
候
ハ
ヽ
、
御
用
二
立
候
者
共
出
来
可
申
候
、
小
身
二
而
ハ
は
た
ら
け
不
申

候
、
惣
而
人
之
出
来
申
根
本
ハ
御
知
行
を
被
下
二
極
リ
申
候
、
是
亦
御
相
談
之
上
之
儀
二
可
被
遊
御
事
候
、
御
前
之
御
意
二
人
候

て
も
、
御
家
中
諸
人
不
合
点
ノ
者
ハ
出
頭
遂
不
申
候
、
世
智
か
し
こ
く
気
力
つ
よ
き
者
ハ
、
御
主
人
様
ノ
御
心
を
量
lJ
、
御
数

寄
之
道
な
と
よ
り
御
気
二
入
、
能
キ
者
二
似
セ
申
儀
、
間
々
御
座
候
、
御
了
簡
可
被
遊
御
事
候
、
畢
党
御
気
二
入
候
事
計
を
申
上
、

思
召
、
又
御
立
腹
被
遊
儀
二
而
も
、
御
異
見
を
申
上
者
か
能
者
と
被

家
臣
の
器
量
の
見
極
め
、
諸
人
の
支
持
が
あ
る
者
の
取
り
立
て
、
小
身
者
の
立
身
、
諫
言
の
受
け
容
れ
、
智
恵
を
働
か
せ
取
り
入
る
褒

め
上
げ
者
の
私
欲
な
ど
、
家
臣
と
の
関
係
を
め
ぐ
り
主
君
が
留
意
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
「
奉
公
人
」

の
心
組
み
の
主
君
側
に
即
し
た
内
容
と
い
え
る
が
、
「
立
身
」
が
奉
公
人
の
み
な
ら
ず
主
君
に
と
っ
て
も
大
事
で
あ
っ
た
と
い
う
、
常

朝
の
認
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

諫
言
す
る
た
め
の
「
立
身
」

い
ず
れ
に
し
て
も
『
葉
隠
』
は
、
自
分
の
弱
み
（
非
）
を
自
覚
し
つ
つ
武
篇
者
の
自
負
｀
心
（
高
慢
）
を
持
ち
、
家
老
と
し
て
主
君
に

へ
の
思
い
を
め
ぐ
る
、
小
身
者
・
山
本
常
朝
の
「
奉
公
人
」
と
し
て
の
様
々
な
葛
藤
の
合
理
化
、
そ
の
所

産
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
の
で
あ
る
。

ほ
め
上
申
者
ハ
、
必
私
欲
ノ
者
と
被

(35) 

御
座
有
間
敷
様
奉
存
候

思
召
候
ハ
ヽ
、
迦

も
う
―
つ
の
「
名
利
」
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幕
府
の
旗
本
・
御
家
人
関
係
で
は
、
荒
川
秀
俊
「
御
家
人
の
出
冊
コ
ー
ス
と
派
閥
ー
久
須
芙
六
郎
ん
衛
門
と
中
野
人
兵
衛
（
研
究
余

録
）
ー
」
(
『
H

本
歴
史
』
一
•
こ
＿
一
、
．
九
七
四
年
）
、
西
沢
淳
男
「
江
戸
稲
府
代
官
の
昇
進
・
移
動
に
関
す
る
〗
考
察
」
二
法
政
大
学
人

学
院
紀
要
」
1

-

―
:
‘
-
J
L
八
九
年
）
、
小
川
恭
一
五
徳
川
靡
府
の
昇
進
制
疫
』
岩
田
書
眈
、
一
（
パ
）
六
り
、

111
本
博
文
『
旗
本
た
ち
の
昇

進
漉
争
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
0
0
七
年
、
同
「
武
士
は
こ
う
し
て
昇
進
し
た
」
（
『
渚
君
」
二
七
の
一
一
、
一
九
九
五
年
）
、
橋
本
昭
彦

「
講
演
武
士
の
出
柑
と
学
校
牛
泊
ー
昌
平
坂
学
間
所
日
記
を
読
む
ー
」
（
『
斯
文
』
，
―
四
‘
^
1
0
0
六
年
）
、
ま
た
大
名
関
係
て
は

谷
口
克
広
「
特
生
研
究
織
田
家
巾
出
肌
競
争
と
前
田
利
家
」
二
帰
史
誠
本
』
じ
四
八
、
ニ
ロ
」
0
-
―
年
）
、
松

T
（
卜
野
）
秀
治
「
仙
台

伊
達
氏
の
官
位
昇
進
運
動
に
つ
い
て
（
上
）

1
（
下
）
」
（
『
史
料
』
一
五

1
-
L
、
一
九
七
九
年
）
、
野
田
浩
子
「
井
伊
直
ヤ
と
松
平
容
頌
の

官
位
昇
進
競
争
」
（
彦
根
藩
資
料
逍
査
研
究
委
員
会
編
韮
PH

代
大
名
井
伊
家
の
儀
礼
』
彦
根
城
博
物
館
、
一
べ
）
四
灯
）
、
橋
本
政
官
「
松

平
定
信
の
官
位
昇
進
運
動
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
0
0
、
一
九
九
八
年
）
、
堀
新
「
近
批
大
名
の
上
昇
願
望
」
（
堀
新
・
深
谷
克
己
共
編
『
〈
江

戸
～
の
人
と
身
分
3
権
威
と
卜
昇
願
望
吉
川
弘
文
館
、
1
,
[口
I

0
~
)
な
と
、
漸
次
、
甚
禎
さ
れ
る
段
階
に
あ
る
か
、
卜
稿
で
対
象

に
す
る
近
世
期
武
士
階
層
で
多
く
を
占
め
る
大
名
家
臣
の
昇
進
・
立
身
に
関
し
て
は
、
坪
内
良
拇
「
武
卜
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ー
徳
山

藩
藩
士
家
譜
の
分
析
を
手
か
か
り
に
ー
|
」
(
『
甲
南
女
［
大
学
研
究
紀
要
人
間
科
学
編
』
四
0
¥
―
-
0
0
四
年
）
、
中
村
彰
彦
『
会
津

武

t
道

i

侍
た
ち
は
何
の
た
め
に
牛
き
た
の
か
|
|
P
H
P
研
究
所
、
▲
9
0
0
じ
年
、
月
沢
茂
樹
「
福
井
藩
家
臣
団
と
藩
士
の
昇

進
」
（
『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
一
‘
―
九
七
〇
年
）
、
村
下
洋
介
「
徳
島
藩
に
お
け
る
立
身
・
御
JJD
増
・
嫡
子
召
出
ー
洲
本
家
杯
団
の

事
例
」
（
「
地
方
史
研
究
―
-
．
五
九
、
一
九
J
L
六
年
）
な
ど
、
伯
接
に
‘
9
十
辿
と
す
る
論
名
は
多
く
は
な
い
。

池
上
英
子
『
名
誉
と
順
応
』

N
T
T
出
版
、
―
1
0
0
0
年
、
谷
口
憶
子
『
近
世
社
会
と
法
規
範
』
吉
川
弘
文
館
、
―
1
0
0
五
年
な
ど
。

石
井
紫
郎
ご
廷
世
の
武
家
と
武
|
」
（
同
一
日
本
人
の
日
家
生
活
一
束
，
口
小
人
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
所
収
。
初
出
は
一
九
し
四
年
）

園
田
災
弘
、
濱
名
篤
、
廣

IH
照
幸
了
上
族
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
一
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
竹
内
洋
ー
立
身
出
槻
主
義

ー
近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
ど
欲
翌
ー
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
七
年
、
廣
田
肥
幸
『
陸
軍
将
校
の
教
有
社
会
史
立
身
出
冊
と
犬

阜
制
』

ltt織
書
冴
、
一
几
九
七
年
な
ど
。

拙
稿
「
武
士
の
昇
進
」
（
堀
・
深
谷
前
掲
共
編
著
所
収
）
、
同
「
貝
原
益
軒
の
『
武
』
認
識
と
そ
の
行
方
ー
〈
武
功
譜
代
〉
像
の
形
成
を

注

月`3-
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め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
比
較
社
会
文
化
』
一
五
、
二

0
0
九
年
）
。

万
治
二
＼
享
保
四
年
。
山
本
常
朝
に
関
し
て
は
自
身
が
著
し
た
『
山
本
神
右
衛
門
常
朝
年
譜
』
（
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
編
第
一
巻
）

参
照
。
幼
名
の
松
亀
か
ら
不
携
、
市
十
郎
、
権
之
丞
、
そ
し
て
通
名
の
神
右
衛
門
な
ど
に
改
名
す
る
が
、
本
稿
で
は
一
般
的
な
常
朝
に
統

一
表
記
す
る
。
な
お
正
確
に
は
元
禄
―
―
云
一
年
の
佐
賀
藩
鍋
島
家
一
一
代
藩
主
光
茂
の
死
去
後
に
、
四
二
歳
で
養
子
に
家
督
を
譲
り
出
家
し
て

い
た
。

と
く
に
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
の
時
期
の
出
版
が
目
立
つ
の
は
、
歴
史
性
を
背
景
と
し
た
『
葉
隠
』
の
読
ま
れ
方
と
し
て
留
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
内
田
鉄
洲
『
葉
隠
の
精
神
芦
口
本
の
将
来
に
断
案
を
下
す
』
指
南
社
、
一
九
三
七
年
、
大
井
虔
堂
「
信
念
の
書
葉
隠

読
本
』
現
代
社
書
店
、
一
九
三
七
年
、
濱
野
素
次
郎
『
棄
隠
精
神
と
教
育
』
丹
丘
社
、
一
九
三
八
年
、
松
波
治
郎
「
葉
隠
武
士
道
』
一
路

書
苑
、
一
九
一
二
九
年
、
橋
本
実
『
葉
隠
研
究
』
平
凡
社
、
一
九
四

0
年
、
立
花
俊
道
『
菓
隠
武
士
道
と
禅
』
一
二
省
堂
、
一
九
四

0
年、

川
上
清
吉
『
薬
隠
の
哲
人
山
本
常
朝
』
霞
ヶ
関
書
房
、
一
九
四
―
一
年
、
山
上
曹
源
『
葉
隠
武
士
の
精
神
」
三
友
社
、
一
九
四
二
年
、
中
村

常
一
郎
『
葉
隠
武
士
道
精
義
』
拓
南
社
、
一
九
四
1
一
年
、
大
木
陽
堂
『
葉
隠
修
養
訓
』
教
材
社
、
↓
九
四
＾
―
-
年
、
松
波
治
郎
「
水
戸
学
と

葉
隠
』
創
造
社
、
一
九
四
四
年
な
ど
。

『
葉
隠
」
を
専
論
し
た
主
な
も
の
に
、
栗
原
荒
野
『
葉
隠
の
心
』
金
華
堂
、
一
九
六
六
年
、
古
川
哲
史
『
葉
隠
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
三
年
、
松
田
修
「
葉
隠
序
説
」
〔
『
国
語
国
文
』
一
そ
ハ
の
一
、
一
九
六
三
年
、
相
良
亨
「
『
葉
隠
』
の
世
界
」
（
相
良
亨
他
校
注

『
三
河
物
語
葉
隠
』
岩
波
書
店
、
：
九
七
四
年
、
本
郷
隆
盛
「
理
外
の
道
—
ー
山
本
常
朝
—
ー
徳
川
思
想
に
お
け
る
生
の
諸
様
式
ー
|
」

『
思
想
』
七
七
二
、
一
九
八
八
年
、
小
池
喜
明
『
「
葉
開
」
の
叡
智
』
講
談
社
、
一
九
九
．
二
年
、
山
本
博
文
「
『
葉
唸
』
の
武
士
道
」

P
H

P
研
究
所
、

1.oo
；
年
な
ど
。
な
お
、
相
良
亨
他
校
注
前
掲
『
三
河
物
語
葉
隠
』
の
ほ
か
、
和
辻
哲
郎
・
占
川
哲
史
校
訂
『
葉
隠
』

上
・
中
・
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
＼
一
年
、
城
島
正
祥
校
注
『
葉
屈
』
人
物
往
米
社
、
一
九
六
八
年
、
奈
良
本
辰
也
責
任
編
集
『
葉

隠
』
中
央
公
論
社
、
．
九
六
九
年
、
な
ど
数
種
の
翻
刻
本
の
な
か
に
は
、
的
確
で
整
理
さ
れ
た
解
説
文
が
掲
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
葉
隠

研
究
』
誌
に
は
『
葉
開
』
の
史
料
研
究
と
し
て
基
礎
的
で
優
れ
た
論
考
も
収
載
す
る
。

『
日
峯
様
御
咄
之
書
（
茂
宅
聞
害
）
』
、
『
直
茂
公
御
咄
聞
書
』
『
御
営
家
聞
書
（
草
野
太
郎
兵
衛
永
元
聞
書
）
』
「
加
州
様
御
咄
九
ヶ
條
信
州

様
御
聞
書
』
「
竹
田
聞
書
』
な
ど
。
い
ず
れ
も
「
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
紺
第
二
＼
三
編
所
収
。

巻
三
の
冒
頭
。
本
稿
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
相
良
他
校
注
前
掲
「
三
河
物
語
菓
隠
』
。
な
お
本
テ
キ
ス
ト
が
底
本
と
す
る
写
本
表
現
は
、
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「
聞
書
一
」
「
第
一

4-」
な
ど
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
巻
一
、
な
三
の
よ
う
に
表
記
す
る
ま
た
『
莱
隠
』
を
は
じ
め
本
稿
で
の
引

用
史
料
は
テ
キ
ス
ト
表
品
に
し
た
が
う
が
、
底
卜
の
異
本
に
よ
る
修
正
な
ど
を
適
宜
行
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
高
野
も
関
わ
る
仇
賀
県
祈
而
’
史
料
』
第
八
編
第
一
ー
な
に
は
、
一
菜
隠
閃
連
史
料
の
祁
と
し
て
孟
間
因
」
記
や
常
朝
に

影
郷
＂
を
り
え
た
人
物
の
著
作
物
を
収
載
し
て
お
り
、
解
題
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い

延
宝
六
年
＼
克
延
元
年
。
仇
賀
藩
鍋
島
家
家
臣
）
彼
は
元
緑
J
L
年
、
一
九
歳
で
祐
竿
役
に
就
く
が
、
宝
、
水
六
年
、
今
・
―
-
．
歳
の
時
に
澗
役
を

罷
免
、
翌
年
に
常
朝
の
も
と
を
訪
れ
＂
IH
ふ
防
μ

L

枷
紅
に
携
わ
っ
た
と
い
う

']r
保
．
ぃ
ハ
り
‘
五
四
歳
て
柘
筆
役
に
再
度
就
任
す
る
ま
で
は

遠
慮
の
身
で
あ
っ
た
（
「
田
代
又
左
衛
門
陣
桔
略
伝
」
『
葉
隠
聞
書
校
補
」
首
巻
。
『
仕
賀
県
近
枇
史
料
』
第
八
編
第
｀
巻
所
収
）
。

な
お
、
佐
質
湘
で
は
い
わ
ば
官
撰
の
溜
，
上
年
譜
類
の
は
か
、
公
＿
町
・
戦
国
期
の
肥
前
を
中
心
に
九
州
令
域
を
対
象
と
す
る
歴
史
苫
が
鍋
島

家
の
意
向
と
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
か
、
，
杯
代
鋲
西
志
』
（
几
禄
年
閲
、
銀
島
家
，
永
い
犬
塚
六
郎
仄
衛
盛
純
）
・
店
歴
代
鋲
内
裳
略
』

（
『
杯
代
鎮
西
志
』
の
簡
略
本
と
さ
れ
る
）
．
庄
北
肥
戦
誌
』
（
九
州
治
乱
記
』
と
も
摩
保
五
年
序
文
、
鍋
島
家
家
臣
馬
渡
俊
継
が
編
算
）

な
ど
数
種
か
竹
成
さ
れ
て
お
り
、
特
徴
的
で
あ
ろ
う
対
象
か
几
州
域
で
あ
る
点
は
、
人
平
少
弐
を
川
襲
し
鎮
西
本
れ
と
も
呼
ば
れ
た
少

弐
氏
の
影
郷
バ
ト
に
肥
前
か
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
―
―
人
心
千
竹
内
誌
』
（
天
保
1

什
成
立
＿
，
罰
閻
藩
神
職
伊
藤
常
足
紺
紅
）
に
通
し
る
も
の
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
犬
塚
氏
か
征
西
人
将
軍
懐
良
視
上
に
供
奉
し
九
州
へ
き
た
宇
都
宮
氏
の
子
孫
と
い
う
系
譜
認
識
な
ど
、
個
別
事

柏
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
占
知
と
、
鍋
島
家
の
意
向
を
必
ず
し
も
反
映
し
な
い
―
聞
害
」
類
や
そ
の
化
成
的
な
内
容
に
相
当
す

る
『
菓
隠
（
他
家
の
厨
史
叙
述
も
今
11

む
）
な
ど
の
成
り
の
背
累
の
異
詞
も
検
討
す
る
必
要
か
あ
ろ
う

以
卜
、
本
稿
で
は
巻
二
の
一
四

0
条
目
を
一
．．
 

の
一
四

C)
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
な
お
、
写
本
に
よ
っ
て
は
「
夜
陰
の
閲
談
」
と
さ
れ

る
序
文
部
分
は
、
使
川
テ
キ
ス
ト
の
貝
数
と
合
わ
せ
「
序
文
，
ハ
頁
」
の
よ
う
に
記
す

什
賀
県
近
jll
史
料
』
第
八
む
二
呑
所
収
「
本
公
釈
本
」
「
奉
公
杜
築
」
「
可
忙
」
の
そ
つ
の
柱
か
ら
な
る
。

「
『
愚
見
集
』
に
書
付
候
ご
と
く
」
（
二
の
＾
四

0
)
、
「
此
市
、
『
愚
見
』
に
書
附
似
通
也
」
（
一
一
の
1

四
一
）
，
山
本
吉
一
一
．
郎
は
通
名
の
権
之

丞
や
常
俊
を
名
乗
る
が
本
稿
で
は
吉
郎
と
称
す
る
『
愚
11岱
末
什
成
の
宝
永
五
年
は
、
常
朝
が
lij
快
し
て
八
9

日
の

Ii

歳
、
吉
一
―
―

郎
は
養
＋
に
入
っ
て
六
介
日
の
．
三
歳
て
あ
る
。

小
池
喜
明
氏
は
こ
の
点
に
注
目
し
、
『
莱
閥
」
は
、
「
個
人
の
名
誉
に
傾
斜
し
た
名
と
恥
の
『
武

L
道
』
」
て
は
な
く
一
組
織
へ
の
貢
献
を

主
眼
と
す
る
忠
の
『
木
公
人
」
道
」
と
さ
れ
る
（
小
池
前
掲
7

「
梵
隠
」
の
叙
智
三

h
頁
)

3

卓
目
心
と
考
え
る
か
、
詣
朝
の
場
合
、
自
ら
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が
父
七

0
オ
の
子
供
故
に
商
人
へ
養
子
に
出
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
ま
た
虚
弱
で
成
長
で
き
な
い
と
云
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
む
し
ろ
武

士
本
来
の
戦
闘
者
と
し
て
の
自
覚
を
有
し
た
「
武
篇
者
」
「
曲
者
」
を
理
想
像
の
要
素
と
し
て
お
り
、
泰
平
の
世
に
主
君
・
組
織
へ
忠
を

尽
く
す
武
士
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
と
考
え
る
。
「
奉
公
人
」
は
「
武
篇
者
」
「
曲
者
」
と
い
う
性
格
も
併
有
し
て
お
り
、
単

な
る
役
人
・
臣
下
で
は
な
い
。

な
お
、
巻
一

0
は
「
他
家
の
噂
井
由
緒
等
」
、
巻
―
一
は
全
体
の
補
足
。

い
わ
ゆ
る
鍋
島
猫
化
騒
動
な
ど
と
称
さ
れ
る
説
話
・
文
芸
は
竜
造
寺
に
対
す
る
鍋
島
の
う
し
ろ
め
た
さ
が
、
い
く
つ
か
の
契
機
を
経
て
物

語
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
は
拙
稿
「
鍋
島
猫
騒
動
ー
ー
御
家
騒
動
の
物
語
化
と
怪
異
性
」
（
福
田
千
鶴

編
『
新
選
御
家
騒
動
下
』
新
人
物
往
来
社
、
二

0
0
七
年
）
参
照
。

か
か
る
点
を
め
ぐ
り
、
詳
細
は
拙
稿
「
『
葉
隠
』
思
想
の
形
成
と
構
造
」
（
拙
著
『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

七
年
所
収
）
、
拙
稿
「
鍋
島
光
茂
像
の
一
側
面
ー
『
葉
隠
』
に
み
る
批
判
的
眼
差
し
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
葉
隠
研
究
』
四
一
―
-
、

1
1
0
0

一
年
）
参
照
。

(21)
（
22)

『
愚
見
集
』
八
五
三
頁
。
以
下
本
文
に
「
集
八
五
三
」
の
よ
う
に
注
記
。

(23)

一
門
で
切
腹
し
た
者
は
山
本
常
治
・
沢
辺
平
左
衛
門
・
中
野
正
包
の
一
二
人
。
背
景
や
常
朝
の
認
識
な
ど
の
詳
細
は
拙
稿
前
掲
「
『
菓
隠
』

思
想
の
形
成
と
構
造
」
参
照
。

『
山
本
神
右
衛
門
常
朝
年
譜
』
。
本
年
譜
の
掘
筆
は
享
保
四
年
九
月
二
六

H
で
、
常
朝
は
翌
一

0
月
一

O
H
に
六
一
歳
で
没
す
る
。
な
お
、

年
譜
内
容
を
子
細
に
み
れ
が
、
そ
の
内
容
形
式
は
、
鍋
島
光
茂
の
死
去
と
自
分
の
出
家
お
よ
び
養
子
を
と
る
元
禄
一
三
＼
四
年
頃
ま
で
、

『
葉
隠
』
完
成
時
と

H
さ
れ
る
享
保
元
年
ま
で
、
そ
れ
と
欄
筆
時
の
享
保
四
年
ま
で
の
三
段
階
に
分
か
れ
、
内
容
は
こ
の
段
階
順
に
簡
便

に
な
り
、
第
二
段
階
は
光
茂
七
回
忌
（
宝
永
芝
年
）
な
ど
を
の
ぞ
け
ば
年
表
形
式
と
な
り
、
第
三
段
階
は
年
表
形
式
が
さ
ら
に
簡
略
に
な

る
。
こ
れ
に
比
べ
第
一
段
階
の
出
仕
時
期
は
内
容
も
豊
富
で
、
出
仕
時
期
故
に
加
増
、
拝
領
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、

藩
主
か
ら
の
褒
美
の
言
葉
な
ど
褒
賞
を
含
め
た
記
事
内
容
は
立
身
へ
の
思
い
の
反
映
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

寛
永
六
年
＼
元
禄
六
年
。
鍋
島
家
家
臣
。
儒
学
•
仏
教
に
通
じ
た
。
竜
造
寺
隆
信
の
漢
文
体
年
譜
記
録
『
泰
巌
公
御
年
譜
』
、
鍋
島
直
茂

の
遺
訓
の
注
釈
書
「
喬
木
真
宝
』
な
ど
数
種
の
著
作
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
一
鼎
の
中
核
的
な
思
想
が
展
開
さ
れ
る
『
要
鑑
抄
』
は
、

「
一
、
武
士
道
二
於
テ
未
練
ヲ
不
可
取
、
一
、
先
祖
ノ
名
字
ヲ
断
絶
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
一
、
畢
党
主
君
之
御
用
二
可
立
」
の
三
誓
願
を
記
し
、

5
 

(
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つ
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(35) 

(34) 
＾ 33 (30) 

(31) 

(32) 

(28) 

(29) 
＾ 27 ＾ 26 

も
う

『
菓
隠
l

の
四
誓
願
、
と
く
に
「
一
、
武
士
道
に
於
て
お
く
れ
取
り
申
す
ま
じ
き
事
、
一
、
主
君
の
御
用
に
立
つ
べ
き
事
、
一
、
親
に
孝

行
仕
る
ぺ
き
事
」
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
編
三
巻
に
石
田
一
鼎
関
係
の
基
本
史
料
を
収
載
す

る。こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
し
て
は
、
＿
―
-
谷
千
左
衛
門
（
本
来
は
勝
茂
の
歩
行
十
人
衆
）
が
「
段
々
御
取
立
被
成
」
つ
ま
り
立
身
し
た
が
、
常
々

「
人
は
気
持
が
大
事
也
、
重
病
に
て
相
果
候
時
も
、
今
日
死
て
は
成
ぬ
事
有
間
、
二
、
一

1-H
生
て
可
居
と
思
ふ
た
ら
、
気
を
引
立
て
、
一
一

1

H
ば
か
り
の
命
は
悔
に
生
延
べ
し
と
覚
候
」
と
物
語
っ
た
と
い
う
品
＃
が
あ
る
（
八
の
一
二
二
）
。
立
身
に
は
「
体
」
（
身
体
）
に
勝
る
強
い

「
気
」
（
気
持
ち
）
が
必
要
と
の
考
え
方
が
や
は
り
示
さ
れ
る
。

そ
の
背
景
は
竜
造
寺
氏
か
ら
鍋
島
氏
へ
領
主
が
交
代
し
て
佐
賀
藩
が
成
立
し
た
と
い
う
歴
史
意
識
が
、
鍋
島
家
の
「
御
譜
代
」
意
識
を
醸

成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
（
拙
稿
前
掲
「
『
葉
隠
』
思
想
の
形
成
と
構
造
」
）
。

重
澄
の
兄
茂
利
の
f

．
正
利
と
孫
•
利
明
は
佐
賀
藩
加
判
家
老
、
重
澄
の
弟
貞
政
は
小
城
藩
家
老
。

御
傍
小
姓
・
小
小
姓
・
御
傍
役
・
御
傍
小
姓
役
・
御
書
物
役
・
京
都
御
用
・
供
使
・
聞
次
番
・
書
写
奉
行
等
。
た
だ
し
、
天
和
元
年
、
＾
一

三
歳
の
時
に
「
今
年
春
夏
外
様
不
寝
番
相
勤
」
と
あ
る
（
『
山
本
神
右
衛
門
常
朝
年
譜
』
七
七
四
頁
）
。

『
御
代
々
御
咄
聞
書
』
（
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
編
第
一
巻
所
収
）
八
四
―
―

1
三
頁
。

拙
稿
前
掲
「
鍋
島
光
茂
像
の
一
側
面
」
。

『
山
本
神
右
衛
門
常
朝
年
譜
』
七
九
八

1
八
0
八
頁
。
元
禄
九
ー
＾
1

1

一
年
。
但
し
京
都
役
に
つ
い
て
は
同
五
年
か
ら
み
ら
れ
、
こ
の
時
期

頃
か
ら
西
一
云
一
條
家
と
の
交
渉
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

写
本
に
よ
り
、
序
文
（
「
夜
陰
の
閑
談
」
）
の
冒
頭
部
分
。
本
稿
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
に
は
底
本
未
裁
で
収
録
さ
れ
な
い
が
、
本
文
引
用
は

和
辻
・
古
川
前
掲
校
訂
『
葉
降
』
一
六
頁
に
拠
っ
た
。

同
書
の
編
纂
は
常
朝
と
陣
基
が
出
会
っ
た
宝
永
七
年
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
完
成
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、

と
す
る
。

「
乍
恐
書
置
之
覚
」
（
『
佐
賀
県
近
世
資
料
』
第
八
編
第
一
巻
所
収
）
九
一
五
頁
。

つ
の
「
名
利
」

一
部
写
本
で
は
享
保
元
年
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も
う
―
つ
の
「
名
利
」

〈
付
記
〉

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
c
「
近
世
日
本
に
お
け
る
政
治
意
識
と
福
祉
観
念
の
相
関
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・

高
野
信
治
）
（
二

0
1
0
-
=
I
O
I
―
＿
一
年
度
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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